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◇人と地域が主体のまち�
◇人が集まり、豊かに�
　　すごせる魅力あるまち�
◇活躍する人が育つまち�

市の将来都市像�

　

そ
れ
で
は
町
田
市
の
犯
罪
件
数
は
ど

う
か
言
い
ま
す
と
、
刑
法
犯
の
認
知
件

数
は
、
平
成　

年
が
９
８
７
９
件
と
最

１２

も
多
か
っ
た
も
の
の
、
平
成　

年
か
ら

１３

減
少
に
転
じ
、
今
も
減
少
を
続
け
平
成

　

年
で
は
８
４
５
２
件
に
な
っ
て
い
ま

１６す
。

　

さ
ら
に
本
年
の
１
月
か
ら
６
月
ま
で

の
刑
法
犯
認
知
件
数
は
３
４
５
１
件

で
、
昨
年
同
月
比
で
７
４
９
件
の
マ
イ

ナ
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
最

も
犯
罪
の
多
発
地
区
で
あ
っ
た
原
町
田

が
マ
イ
ナ
ス　

件
で
、
大
幅
な
減
少
傾

８８

向
を
現
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
民
間
交

番
「
セ
ー
フ
テ
ィ
ボ
ッ
ク
ス
サ
ル
ビ

ア
」
の
設
置
や
原
町
田
６
丁
目
界
隈
に

警
視
庁
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
ス
ー
パ

ー
防
犯
灯
、
４
丁
目
な
ど
の
商
店
街
に

設
置
さ
れ
た
防
犯
カ
メ
ラ
、
そ
し
て

「
セ
ー
フ
テ
ィ
ボ
ッ
ク
ス
サ
ル
ビ
ア
」

を
拠
点
と
し
て
、
毎
日
欠
か
さ
ず
地
域

や
商
店
街
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
行
わ
れ

た
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
等
が
功
を
奏
し
た

結
果
に
よ
る
も
の
と
、
思
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
原
町
田
地
域
以
外
の
相
原
町
・

鶴
間
・
木
曽
町
・
高
ヶ
坂
・
金
森
と
い

っ
た
犯
罪
発
生
件
数
の
高
か
っ
た
地
域

も
軒
並
み
減
少
し
、
一
桁
減
少
地
域
は

７
町
、
二
桁
減
少
地
域
で
は　

町
に
も

２３

な
っ
て
い
ま
す
。
「
こ
う
し
た
背
景
に

は
様
々
な
要
因
が
あ
り
ま
す
が
、
ひ
と

つ
に
は
、
地
域
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

や
、
民
間
企
業
の
防
犯
協
力
隊
な
ど
の

活
動
の
成
果
が
如
実
に
現
れ
た
こ
と
、

ま
た
一
方
で
、
町
田
警
察
署
員
の
増
員

に
伴
い
、
空
き
交
番
の
解
消
が
大
幅
に

図
ら
れ
た
こ
と
等
に
よ
る
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
」（
飯
田
・
町
田
警
察
署
長
談
）

　

し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
油
断
は
禁
物

で
、
減
少
を
こ
の
ま
ま
維
持
さ
せ
る
た

め
に
は
、
町
田
市
も
警
察
や
、
地
域
の

方
々
と
一
丸
と
な
っ
て
犯
罪
ゼ
ロ
に
む

け
た
取
り
組
み
を
強
力
に
推
進
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

「
最
近
こ
の
付
近
は
、
空
き
巣
に
よ

る
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
お
出
か

け
の
際
に
は
し
っ
か
り
戸
締
ま
り
を
、

ま
た
夜
間
、
不
審
な
物
音
が
し
た
ら
、

必
ず
玄
関
先
ま
で
出
て
確
認
し
ま
し
ょ

う
」
ハ
ン
ド
マ
イ
ク
を
手
に
、
汗
を
ぬ

ぐ
い
な
が
ら
町
内
を
巡
回
し
て
い
る
の

は
勝
又
隊
長
率
い
る
「
小
川
２
丁
目
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」
の　

人
。
そ
ろ
い

１２

の
防
犯
ベ
ス
ト
が
格
好
い
い
。

　

今
日
は
６
月　

日
、
小
川
２
丁
目
防

１８

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
・
土
曜
日
午
後
番
の

巡
回
日
で
す
。
梅
雨
の
晴
れ
間
は
特
別

に
暑
い
が
、
そ
ん
な
こ
と
は
苦
に
も
し

ま
せ
ん
。
隊
員
は
２
丁
目
の
全
区
域
を

１
時
間　

分
か
け
て
、
袋
小
路
ま
で
つ

１５

ぶ
さ
に
見
て
回
り
ま
す
。
不
審
者
は
い

な
い
か
、
家
の
様
子
に
変
わ
っ
た
こ
と

は
な
い
か
、
目
を
光
ら
せ
ま
す
。

　

「
始
め
た
当
初
は
、
ハ
ン
ド
マ
イ
ク

で
し
ゃ
べ
る
の
は
気
恥
ず
か
し
く
て
、

勇
気
が
い
り
ま
し
た
ね
。
大
分
な
れ
ま

し
た
。
こ
の
ご
ろ
は
、
こ
う
し
て
巡
回

し
て
い
る
と
ご
苦
労
様
っ
て
声
を
か
け

て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

間
な
ん
か
巡
回
先
で
全
員
に
ジ
ュ
ー
ス

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
初
め
の
う
ち
は

声
を
か
け
て
く
れ
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
皆
さ
ん

の
意
識
が
変
わ
っ
た
ん
で

す
ね
」

　

小
川
町
内
会
は
１
２
３

０
世
帯
。
今
で
こ
そ
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
は
１
丁

目
、
２
丁
目
そ
し
て
３
・

４
丁
目
の
３
隊
で
編
成
さ

れ
活
動
し
て
い
ま
す
が
、

立
ち
上
が
り
ま
で
に
は
相

当
の
時
間
が
か
か
り
ま
し

た
。

　

「
世
帯
が
大
き
い
で
す
か
ら
ね
。
ど

う
ま
と
め
て
い
く
か
。
こ
こ
ま
で
も
っ

て
く
る
に
は
随
分
時
間
が
か
か
り
ま
し

た
。
市
の
安
全
対
策
課
や
町
田
警
察
か

ら
は
、
と
に
か
く
早
く
防
犯
隊
を
立
ち

上
げ
ろ
っ
て
、
せ
っ
つ
か
れ
ま
し
た
」

小
川
の
町
内
会
長
・
熊
坂
慶
次
さ
ん
は

当
時
の
こ
と
を
振
り
返
り
ま
す
。
昨
年

１
年
間
の
小
川
の
犯
罪
総
件
数
は
１
８

０
件
。
そ
の
う
ち
侵
入
盗
は　

件
、
市

３７

内
の
侵
入
盗
犯
罪
件
数
で
は
６
番
目
に

多
い
地
域
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
年
４
月
３
日
、
桜
が
満
開

だ
っ
た
小
川
３
丁
目
の
蜂
谷
戸
公
園

で
、
市
や
警
察
の
関
係
者
や
、
町
内
会

会
員
な
ど
１
６
０
名
が
参
加
し
て
の
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
立
上
式
が
盛
大
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
パ
ト
ロ
ー
ル
を
始
め
て

か
ら
５
か
月
。
町
田
警
察
署
の
犯
罪
発

生
状
況
資
料
で
は
５
月
末
現
在
で
、
小

川
の
犯
罪
件
数
は　

件
、
昨
年
同
月
比

６３

で
マ
イ
ナ
ス
８
件
に
な
り
ま
し
た
。

　

小
川
で
は
今
、
各
防
犯
隊
が
午
前
・

午
後
・
夜
間
の
時
間
帯
を
毎
日
パ
ト
ロ

ー
ル
し
て
い
ま
す
。
５
月
の
実
績
報
告

で
は
１
丁
目
隊
が
延
べ
回
数　

回
、
人

３７

員
に
し
て
２
６
４
名
、
一
回
当
た
り
の

平
均
人
員
が
７
・
２
名
。
２
丁
目
隊
は

　

回
、
３
９
３
名
で
、
８
・
８
名
。
３

４５・
４
丁
目
隊
が　

回
１
４
８
名
で
６
・

２３

　

鶴
川
に
お
住
ま
い
の
醍
醐
直
幸
さ
ん
が
６
日
か
ら
始
ま
っ
た
世

界
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
に
走
り
高
跳
び
の
日
本
代
表
と
し
て
出

場
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
報
告
に
市
役
所
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

醍
醐
さ
ん
は
、
真
光
寺
中
、
野
津
田
高
校
出
身
で
高
校
時
代
か

ら
注
目
さ
れ
、
ア
ジ
ア
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
な
ど
で
も
活
躍
し
て
い

ま
し
た
。
東
海
大
学
を
卒
業
し
、
現
在

は
東
京
陸
協
所
属
。
６
月
の
大
阪
府
選

手
権
で
２
ｍ　

の
記
録
を
出
し
、
代
表

２７

に
決
ま
り
ま
し
た
。

　

「
ぜ
ひ
決
勝
に
は
残
り
た
い
」
と
抱

負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　７月３０日、日大三高が夏の高校野球西東京大会で
優勝し、３年連続１２回目の甲子園出場を決めまし
た。
　市では日大三高の健闘を願い、８月２日、「ぽっ
ぽ町田」正面広場で壮行会を開催しました。壮行会
で寺田市長は「もう一度、全国制覇を」と激励、中
山主将は「優勝旗を持って帰れるよう頑張ります」
と力強く決意を述べていました。
　また、同校の軟式野球部も全国高校軟式野球選手
権大会東京地方大会で優勝し、２５日から兵庫県明石
市で開かれる全国大会に出場します。

祝祝 甲甲子子園園出出場場！！

日大三高が３年連続出場日大三高が３年連続出場
軟式野球部も全国大会へ軟式野球部も全国大会へ
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安安
全全
安安
心心
のの
まま
ちち
づづ
くく
りり
をを

目目
指指
しし
てて

町町
田田
市市
のの
犯犯
罪罪
はは
減減
少少
傾傾
向向
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２２
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４４

　

昨
年
、
平
成　

年
の
全
国
の
刑
法
犯

１６

認
知
件
数
は
、
平
成　

年
と
比
較
し
て

１５

　

万
７
３
６
９
件
も
の
減
少
（
マ
イ
ナ

２２ス
８
・
１
％
）
で
、
２
５
６
万
２
７
６

７
件
で
し
た
。
一
方
東
京
都
で
も
、
昨

年
比
５
・
４
％
減
少
し
て　

万
３
３
２

２８

６
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
警
視
庁
が
平
成　

年
か
ら
平

１５

成　

年
ま
で
の
３
年
間
で
治
安
水
準
を

１７

　

年
前
、
平
成
４
年
の　

万
１
０
０
９

１０

２４

件
に
ま
で
戻
す
こ
と
を
目
標
に
、
犯
罪

抑
止
の
た
め
に
、
総
合
対
策
を
推
進
し

た
こ
と
の
成
果
と
思
わ
れ
ま
す
。

町
田
で
は
、
原
町
田
も
各
地
域
も

大
幅
な
マ
イ
ナ
ス

防犯の現場から　防犯の現場から

防犯は防犯は　　　
地域の力で　地域の力で
ご苦労様の声が　　 ご苦労様の声が

何より嬉しい　　　　 何より嬉しい

走
り
高
跳
び
で

走
り
高
跳
び
で

世
界
陸
上
へ

世
界
陸
上
へ

　

用
品
の
購
入
費
補
助
制
度
あ
り
ま
す

　

市
で
は
５
月
に
市
内
全
町
内
会
に
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
お
願
い
し
、
こ
こ

で
集
計
を
し
ま
し
た
が
、
地
区
に
よ
っ

て
は
周
辺
の
町
内
会
を
含
め
て
、
防
犯

隊
の
な
い
区
域
（
空
白
域
と
呼
ん
で
い

ま
す
）
が
ま
だ
多
数
見
受
け
ら
れ
ま

す
。
今
後
こ
う
し
た
地
域
に
は
市
職
員

が
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
立
ち
上
げ
の
お

願
い
に
伺
い
ま
す
。

　

な
お
、
市
で
は
既
に
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
隊
は
結
成
し
た
も
の
の
、
パ
ト
ロ
ー

ル
用
品
が
な
い
、
或
い
は
こ
れ
か
ら
結

成
し
よ
う
と
い
う
町
内
会
・
自
治
会
の

団
体
に
対
し
て
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
用

品
購
入
費
補
助
制
度
を
設
け
て
あ
り
ま

す
。
１
回
限
り　

万
円
が
限
度
で
す
。

１０

お
早
め
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

　

ま
た
、
併
せ
て
小
さ
な
犯
罪
の
芽
と

も
言
わ
れ
る
落
書
き
消
し
の
補
助
制
度

も
あ
り
ま
す
。
地
域
の
防
災
倉
庫
に
或

い
は
町
内
会
の
掲
示
板
に
、
ご
近
所
の

塀
に
な
ど
に
落
書
き
さ
れ
て
し
ま
っ

た
、
な
ど
で
お
困
り
の
方
は
ぜ
ひ
こ
の

制
度
を
ご
利
用
下
さ
い
。
ペ
ン
キ
や
用

品
な
ど
１
回
３
万
円
ま
で
で
、
何
回
で

も
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。　

□問
 

安
全
対
策
課
11
７
２
４
・
３
２
５
４

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

実
施
し
ま
せ
ん
か

　

実
施
し
ま
せ
ん
か

５
名
。
小
川
隊
全
体
で
は
１
０
５
回
、

８
０
５
名
で
７
・
７
名
と
い
う
、
極
め

て
関
心
の
高
さ
を
伺
わ
せ
る
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。　

　

こ
の
ほ
か
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー

プ
リ
ー
ダ
ー
や
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
か
ら

他
の
町
内
会
で
の
侵
入
盗
の
被
害
状

況
、
空
き
巣
の
手
口
、
注
意
喚
起
に
関

す
る
事
細
か
な
情
報
、
ま
た
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
の
様
子
、
参
加
し
た
会
員
の
意

見
、
パ
ト
ロ
ー
ル
内
容
な
ど
が
「
防
犯

ニ
ュ
ー
ス
」
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
会
員

に
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

「
小
川
の
防
犯
隊
は
ま
だ
立
ち
上
が

っ
た
ば
か
り
。
町
内
の
防
犯
意
識
は
役

員
に
こ
そ
浸
透
し
て
い
る
も
の
の
、
一

般
会
員
の
方
々
に
は
今
少
し
の
感
が
し

ま
す
」
と
、
熊
坂
会
長
は
残
念
そ
う
。

し
か
し
「
地
道
に
無
理
を
せ
ず
に
、
息

の
長
い
活
動
で
す
か
ら
。
と
に
か
く
一

件
で
も
犯
罪
を
減
ら
す
、
こ
れ
が
私
た

ち
の
率
直
な
気
持
ち
な
ん
で
す
」
と
熱

く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

小
川
町
内
会
の
皆
様
に
は
大
変
暑

い
中
、
取
材
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

町
田
市
安
全
対
策
課
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近
年
国
内
で
発
生
し
た
震
災
被
害
の

教
訓
を
踏
ま
え
、
見
や
す
く
分
か
り
や

す
い
「
地
震　

そ
の
時　
　

の
ポ
イ
ン

１０

ト
」
を
掲
載
し
ま
し
た
。
ご
覧
い
た
だ

き
「
い
ざ
！
」
と
い
う
時
に
備
え
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
９
月
１
日
の
防
災
訓
練
に

は
、
ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
お

近
く
の
訓
練
会
場
ま
で
お
い
で
下
さ

い
。
訓
練
会
場
の
詳
し
い
ご
案
内
は
、

本
紙
次
号
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
市
内
全
域
で
訓
練
を
実
施
し

ま
す
の
で
、
訓
練
当
日
の
市
業
務
に
つ

い
て
、
ご
不
便
を
お
か
け
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

直
接
会
場
に
お
い
で
下
さ
い
。

○
期
日　

９
月
１
日

○
会
場　

町
田
市
民
ホ
ー
ル

○
定
員　

８
５
０
人
（
先
着
順
）

○
上
映
時
間
・
内
容　

①
午
後
２
時
〜
４
時　

分
３０

「
バ
ッ
ク
ド
ラ
フ
ト
」
（
１
９
９
１
・

米
）

出
演
＝
カ
ー
ト
・
ラ
ッ
セ
ル
、
ウ
ィ
リ

ア
ム
・
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
、
ロ
バ
ー
ト

・
デ
・
ニ
ー
ロ
ほ
か

②
午
後
５
時
〜
７
時

「
炎
の
メ
モ
リ
ア
ル
」
（
２
０
０
４
・

米
）

出
演
＝
ホ
ア
キ
ン
・
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
、

ジ
ョ
ン
・
ト
ラ
ボ
ル
タ
、
ジ
ャ
シ
ン
ダ

・
バ
レ
ッ
ト
ほ
か

□問
 

防
災
課
11
７
２
４
・
２
１
０
７

　

９
月
１
日
の
東
京
都
・
町
田
市
合
同

総
合
防
災
訓
練
の
実
施
に
伴
い
、
一
部

時
間
帯
に
町
田
バ
ス
セ
ン
タ
ー
へ
の
乗

り
入
れ
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
こ
の

た
め
、
町
田
市
民
バ
ス
「
ま
ち
っ
こ

（
公
共
施
設
巡
回
ル
ー
ト
）
」
の
運
行

が
以
下
の
と
お
り
一
部
変
更
と
な
り
ま

す
。

　

当
日
限
り
の
変
更
で
す
が
、
ご
利
用

の
際
に
は
ご
注
意
下
さ
い
。　
　

○
日
時　

９
月
１
日
午
前
９
時
〜　

時
１１

（
合
同
総
合
防
災
訓
練
に
伴
う
交
通
規

制
実
施
時
間
帯
）

○
内
容　

「
町
田
タ
ー
ミ
ナ
ル
」
〜

「
町
田
バ
ス
セ
ン
タ
ー
」
の
運
行
に
つ

い
て
次
の
と
お
り
変
更
し
ま
す

（
１
）
８
時　

分
発
着
予
定
の
「
町
田

５６

タ
ー
ミ
ナ
ル
」
バ
ス
停
留
所
の
位
置
が

変
更
に
な
り
ま
す
。

　

通
常
こ
の
時
間
は
「
町
田
タ
ー
ミ
ナ

ル
か
ら
約
１
０
０
ｍ
小
田
急
線
町
田
駅

寄
り
の
バ
ス
停
留
所
」
で
の
乗
降
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
当
日
８
時　

分
の
発

５６

着
予
定
に
限
り
「
町
田
タ
ー
ミ
ナ
ル

内
」
で
の
降
車
と
な
り
ま
す
。

（
２
）
午
前
９
時
〜　

時
の
間
、
「
町

１１

田
バ
ス
セ
ン
タ
ー
」
バ
ス
停
留
所
の
利

用
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

午
前
９
時
、
９
時　

分
、
９
時　

１５

５０

分
、　

時
５
分
、　

時　

分
、　

時　

１０

１０

４０

１０

５５

分
発
着
予
定
の
「
町
田
バ
ス
セ
ン
タ

ー
」
に
つ
い
て
は
、
当
日
に
限
り
利
用

で
き
な
く
な
り
ま
す
。
「
町
田
タ
ー
ミ

ナ
ル
」
発
・
停
ま
り
と
な
り
ま
す
。

役
所
本
庁
舎
１
階
市
民
相
談
室
前
カ
ウ

ン
タ
ー
、
町
田
商
工
会
議
所

※
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

○
登
録
申
請
の
受
付

　
　

円
切
手
を
張
っ
た
返
信
用
封
筒
を

８０
持
っ
て
直
接
ま
た
は
郵
送
で
清
掃
事
務

所（
〒　

－

０
２
０
２
、下
小
山
田
町
３

１９４

１
６
０
、
町
田
リ
サ
イ
ク
ル
文
化
セ
ン

タ
ー
内
）
ま
た
は
南
収
集
事
務
所
（
〒

　

－

０
０
０
４
、
鶴
間
５
１
９－

　

）

１９４

１１

へ
。
後
日
登
録
証
を
お
送
り
し
ま
す
。

○
大
き
さ　
　

㍑
相
当

３０

○
価
格　

３
０
０
０
円
（　

枚
入

１０

り
）

○
購
入
方
法　

９
月
５
日
か
ら
町
田

市
指
定
収
集
袋
取
扱
店
で
販
売
し
ま

す
。
取
扱
店
の
一
覧
表
に
つ
い
て
は

８
月
下
旬
に
市
内
全
戸
配
布
の
予
定

で
す
。

○
ご
み
の
出
し
方　

ご
み
を
出
す
と

き
は
、
事
業
ご
み
専
用
袋
の
記
入
欄

に
登
録
証
の
登
録
番
号
を
記
入
し
、

道
路
に
面
し
た
敷
地
内
に
朝
８
時　
３０

分
ま
で
に
出
し
て
下
さ
い
。

□問
 

清
掃
事
務
所
11
７
９
７
・
７
１
１

１
、
南
収
集
事
務
所
11
７
９
５
・
９

８
１
５

　

廃
棄
物
の
少
量
排
出
事
業
者
は
許
可

業
者
と
の
契
約
が
困
難
で
あ
る
と
い
う

理
由
か
ら
、
事
業
者
か
ら
出
る
ご
み
量

が
市
の
規
定
範
囲
内
の
場
合
は
、
事
前

登
録
し
て
い
た
だ
い
た
上
で
、
特
例
的

に
市
で
事
業
系
一
般
廃
棄
物
の
戸
別
収

集
を
行
い
ま
す
。

○
対
象
と
な
る
廃
棄
物
（
可
燃
系
）　

　

紙
類
・ 
厨  
芥 
類
・
繊
維
く
ず
な
ど

ち
ゅ
う 
か
い

○
収
集
の
対
象
と
な
る
事
業
者

　

市
内
の
事
業
所
で
、
１
回　

㍑
袋
で

３０

２
袋
以
下
の
少
量
排
出
事
業
者
。
収
集

は
週
２
回
で
す
。

○
登
録
申
請
用
紙
の
配
布
場
所

　

清
掃
事
務
所
、
南
収
集
事
務
所
、
市

特
別
映
画
上
映
会
の

　

お
知
ら
せ

事
業
ご
み
専
用
袋
（
青
色
半
透
明
）

１０のポイント�地震�その時�１０のポイント�地震�その時�
大きく揺れた時の行動�

地 震 後 の 行 動�

地震時及び直後の行動�
グラッときたら身の安全�

あわてた行動�
　　　けがのもと�

窓や戸を開け�
　　　出口を確保�

落下物　あわてて外に�
　　　　　飛び出さない�

門や塀には�
　　　近寄らない�

正しい情報　確かな行動� 確かめ合おう�
　　　わが家の安全�
　　　　　　隣の安否�

協力し合って�
　　　救出・救護�

避難の前に　安全確認�
　　　　　　電気・ガス�

すばやい消火　火の始末�
火を消す３度のチャンス�

大きな揺れを感じた
ら、まず身の安全を図
り、揺れがおさまるま
で様子を見る。�

屋内で転倒・落下した家具
類やガラスの破片などに注
意する。�

ラジオやテレビ、消防署、
行政などから正しい情報を
得る。� わが家の安全を確認後、近

隣の安否を確認する。�

倒壊家屋や転倒家具などの
下敷きになった人を近隣で
協力し、救出・救護する。�

避難が必要な時には、ブレ
ーカーを切り、ガスの元栓

を締めて避
難する。�

小さな揺れの時または揺れ
がおさまった時に、避難で
きるよう出口を確保する。�

屋外で揺れを感じたら、ブ
ロック塀などには近寄らな
い。�

瓦、窓ガラス、看板などが
落ちてくるので注意する。�

１小さな揺れを感じた時�
２大きな揺れがおさまった時�
３出火した時�

平成１７年度

東京都・町田市合同
総合防災訓練
地震　その時　１０のポイント

総
合
防
災
訓
練
に
伴
い

「
ま
ち
っ
こ
（
公
共
施
設
巡
回
ル
ー
ト
）」

運
行
の
一
部
を
変
更
し
ま
す

□問
 

都
市
計
画
課
11
７
０
９
・
０
６
１
４

おお知知ららせせ

《「まちっこ（公共施設巡回ルート）」時刻表（変更箇所について抜粋）》

５４３２バス停留所名
　１０：５５　１０：０５　９：１５　８：２５町田バスセンター
　１０：５７　１０：０７　９：１７★８：２７町田ターミナル
　１０：５８　１０：０８　９：１８　８：２８天満宮前
　１０：５９　１０：０９　９：１９　８：２９三　　塚

　１１：２２　１０：３２　９：４２　８：５２三　　塚
　１１：２４　１０：３４　９：４４　８：５４天満宮前
　１１：２６　１０：３６　９：４６　８：５６町田ターミナル
　１１：３０　１０：４０　９：５０　９：００町田バスセンター

※★印は町田ターミナルから約１００ｍ小田急線町田駅寄りのバス停で乗降となります。
※時間に 　　　 が入っているものは、当日に限り利用できません。
※町田ターミナルは２番乗り場となります。
※上記の表以外のバス停留所及び発着時刻については、通常どおりの運行予定です。

町田ターミナル内停まりとなります

町
田
タ
ー
ミ
ナ
ル
発
と
な
り
ま
す

省略 省略

１０月から
事業ごみ（少量排出事業者）の
戸別収集を希望される方は

登録申請を
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町田市職員募集（詳細は本紙７月１日・１１日号をご覧下さい）
日　程　等募集人員募集職種

申 込 受 付：８月１８日（木）～８月
１９日（金）

郵 送 受 付：８月１２日（金）まで
（消印有効）

電 子 申 請：８月１２日（金）ＰＭ５
時まで

１次試験日：９月１８日（日）
採 用 予 定：２００６年４月１日以降

２０人程度

一般事務Ⅰ類（大卒程度）

一般事務Ⅱ類（短卒程度）

一般事務Ⅲ類（高卒程度）

１人診 療 放 射 線 技 師
２人程度助　 産　 師
２０人程度看 護 師 （ イ ）
１０人程度看 護 師 （ ロ ）

若干名〈身体障がい者を対象〉
一般事務Ⅲ類（高卒程度）
●全ての職種とも次の各号の一に該当する方は受験できません。○１ 地方公
務員法第１６条の欠格条項に該当する方○２ 活字印刷文による出題に対応でき
ない方
＊全職種とも募集要項と申込書は市役所、各市民センターで配布します。
また町田市ホームページからもダウンロードできます。
お問い合わせは、職員課（11７２２・３１１１内線２２４１・２２４２）へ。

消防救助技術大会�

町田消防署が�

全国大会へ出場�

町田消防署が�

全国大会へ出場�

町田消防署が�

全国大会へ出場�

介
護
保
険
制
度
が
変
わ
り
ま
す

介
護
保
険
制
度
が
変
わ
り
ま
す�

介
護
保
険
制
度
が
変
わ
り
ま
す�

　６月１１日号の広報紙上などで募集した表題についてたくさんの貴重なご意見をお
寄せいただきありがとうございました。寄せられましたご意見について、内容ごと
に概要をまとめ、対する市の考え方などをお知らせします。

　なお、いただいたご意見を参考に条例案を検討し、本年第３回市議会定例会（９
月議会）に上程し、１２月の条例施行を予定しています。

□問 建築指導課11７０９・０５８９

市の考え方ご意見の概要

　今回は、早期の条例制定を目指してい
るため、意見募集という形で市民の皆さ
んのご意見を反映したいと思います。

１

　条例策定の市民参加につい
て説明会や公開討論等の場を
設け、協働の形での条例作成
を要望します。

１

　「東京における自然の保護と回復に関
する条例」等で緑化推進につとめてお
り、また景観については、新たに定めら
れた景観法の活用を計画しています。今
回の条例では容積算入に関する地盤面の
指定、階数の制限のみを考えています。

２　緑化推進や景観への配慮を
してほしい。２

　今回の条例では階数と規模の制限のみ
を対象としていますが、住環境や景観づ
くりを考えていくうえで今後、考慮して
いきたいと思います。

３
　容積緩和に対する規制と合
わせ、良好な環境創造のため
の誘導を行なってほしい。

３

　今回の条例で、容積、階数が抑えられ
ますが、斜面においても規定を満たして
いれば、建築の規制はできません。法令
に従い安全性については、適切に指導い
たします。

４　斜面に建築物を建築するこ
とに反対します。４

　市民の皆さんへも、背景や経過を詳し
く伝え、情報に偏りがないよう配慮した
いと思います。議会可決後最終的な内容
を広報に掲載する予定です。その際に
は、経緯についても触れたいと思います。

５
　市民の請願により議会で採
択された経緯等について掲載
すべきです。

５

市の考え方ご意見の概要

　平坦地で可能な規模と大きく変わ
らない範囲での規制としています。
地下緩和自体を認めない考えではな
く、斜面地の住環境を守ることは、
戸建住宅と同様に共同住宅にも必要
だと考えています。

６

　今回の施行令の施行により、規制
が可能になった範囲の中で最大限の
抑制であるかどうか、住環境を守る
ために適正な規制であるかどうか、
ご説明下さい。

６

　階数の制限については、平坦地で
可能なものと同様に、高さ１０ｍ規制
地域でできる範囲として地下１階地
上３階の４、高さ１２ｍ規制で地下１
階地上４階の５としています。

７
第一種低層住居専用地域　３階
第二種低層住居専用地域　４階
とすべきというご意見

７

　この条例の施行により、地下の容
積緩和は一層目のみとなるため、大
規模な切り土、盛り土を意図的に行
なうことは、減少すると考えられま
す。

８

　本来戸建住宅のゆとりある住環境
を確保することを目的としたもの
が、共同住宅において都合の良いよ
うに切り崩しや盛り土をして地盤面
がつくられ、問題が生じています。

８

　大規模な重層長屋等を想定し、長
屋を対象に加えていますが、ご指摘
のとおり、戸建要素の強いものにも
規制を与えてしまうため、２戸長屋
については対象としないことを検討
します。

９

　長屋を規制対象としていることに
ついて長屋住宅の敷地内通路など、
良好な環境作りがなされている実情
や効果を評価せずに一様に規制対象
としてしまうことは問題です。

９

　既存不適格となる建築物の建て替
えについては、緑化や環境に配慮し
た形態、意匠等の規定を定め、許可
による特例の措置を設けることを検
討します。

１０

　条例の制定により、既存不適格と
なる建築物の財産価値の低下、建て
替え等の問題について、買い取り、
用途地域の変更、又は同じ条件で建
築可能とする等の対応を考えてほし
い。

１０

町田市斜面地建築物の町田市斜面地建築物の
建築に関する条例制定について建築に関する条例制定について

　

介
護
保
険
制
度
の
一
部
が
改
正
さ
れ

ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

１
�
平
成　

年　

月
か
ら
の
改
正　

１７

１０

①
施
設
サ
ー
ビ
ス
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

を
含
む
）
の
居
住
費
・
食
費
が
、
在
宅

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
と
の
公
平
性
を
図

る
た
め
に
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す

（
表
１
参
照
）
。
居
住
費
や
食
費
は
、

施
設
と
の
契
約
に
よ
り
決
ま
り
ま
す
。

※
た
だ
し
、
世
帯
の
所
得
状
況
に
よ
っ

て
、
減
額
制
度
が
適
用
さ
れ
ま
す
（
表

２
参
照
）
。

　

な
お
、
「
対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る

方
」
に
は
、
後
日
、
ご
案
内
及
び
申
請

書
類
を
送
付
し
ま
す
。

②
通
所
系
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
食
費
に

つ
い
て
も
、
保
険
給
付
の
対
象
外
（
食

事
体
制
加
算
の
廃
止
）
と
な
り
ま
す
。

③
月
々
の
１
割
負
担
の
額
が
上
限
額
を

超
え
た
場
合
に
給
付
さ
れ
る
高
額
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
の
設
定
が
変
わ
り
ま
す

（
表
３
参
照
）
。

２
�
平
成　

年
４
月
か
ら
の
改
正

１８

①
介
護
予
防
を
重
視
し
た
給
付
や
事
業

が
始
ま
り
ま
す
。

②
住
み
慣
れ
た
地
域
で
の
生
活
を
支
援

す
る
地
域
に
密
着
し
た
サ
ー
ビ
ス
が
始

ま
り
ま
す
。

③
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
確
保
・
向
上
と
適

正
な
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
進
め
ま
す
。

④　

歳
以
上
の
方
の
保
険
料
段
階
が
細

６５
分
化
さ
れ
ま
す
。

⑤
介
護
認
定
の
申
請
や
調
査
等
の
制
度

の
運
営
を
見
直
し
ま
す
。

　

平
成　

年
４
月
の
主
な
改
正
内
容

１８

は
、
以
上
の
５
点
で
す
が
、
国
の
指
針

に
基
づ
き
、
市
で
は
具
体
的
な
計
画
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

※
『
第
三
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
』
を
２
０
０
０

人
の
方
を
対
象
に
実
施
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

□問
 

高
齢
者
福
祉
課
11
７
２
１
・
０
９
１

２

　

町
田
消
防
署
の
町
田
２
部
特
別
救
助

隊
（
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
）
が
７
月　

日
に

２０

行
わ
れ
た
消
防
救
助
技
術
関
東
地
区
指

導
会
で
５
位
に
入
り
、
８
月　

日
に
埼

２５

玉
県
で
行
わ
れ
る
全
国
大
会
の
引
揚
救

助
の
部
へ
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

特
殊
な
技
術
を
用
い
て
人
命
救
助
を

行
う
町
田
２
部
特
別
救
助
隊
は
、
火
災

や
事
故
な
ど
の
現
場
で
活
躍
し
て
い
ま

す
。
出
場
種
目
の
引
揚
救
助
と
は
、
５

人
１
組
で
行
い
、
塔
の
上
７
ｍ
の
位
置

か
ら
隊
員
２
人
が
ロ
ー
プ
で
降
下
し
、

救
出
し
た
人
を
塔
の
上
の
隊
員
と
協
力

し
て
引
き
揚
げ
て
救
助
し
、
脱
出
す
る

ま
で
の
時
間
を
競
う
も
の
で
す
。

　

全
国
大
会
に
先
立
ち
、
７
月　

日
に

２１

市
を
訪
問
し
た
隊
員
の
皆
さ
ん
は
、
寺

田
市
長
か
ら
「
日
ご
ろ
の
成
果
を
十
分

に
発
揮
し
て
頑
張
っ
て
き
て
下
さ
い
」

と
激
励
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
大
会
で

の
町
田
消
防
署
の
精
鋭
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
ま
す
。
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表２　居住費と食費の基準費用額と所得段階別の負担限度額
負担限度額（日額）

居住費と食費の
基準費用額（日額）

③世帯全員が住民税
非課税であって、②
に該当しない方

②世帯全員が住民税非課税
であって、合計所得＋年金
収入が８０万円以下の方

①生活保護を受
給している方等

１，６４０円８２０円８２０円１，９７０円ユニット型個室
居
住
費

１，３１０円４９０円４９０円１，６４０円ユニット型準個室
８２０～１，３１０円４２０～４９０円３２０～４９０円１，１５０～１，６４０円従 来 型 個 室
　３２０円３２０円　０円３２０円多 床 室
　６５０円３９０円３００円１，３８０円食　　　費

○平成１７年７月１４日時点での情報であり、変更になる場合があります。
○基準費用額とは、国が示している、施設を利用する際に必要となる金額（日額）の目安です。
○負担限度額とは、１日あたりに支払う、居住費と食費の上限です。
○従来型個室は、利用するサービス種類・施設種類によって基準費用額および負担限度額が異なります。

表３　高額介護サービス費の上限額（月額）
世帯員に住民税課
税者がいる方世帯全員が住民税非課税の方生活保護を受給し

ている方等現行の上限額
３７，２００円２４，６００円１５，０００円

� � � �� � � �

④世帯員に住民税
課税者がいる方

③世帯全員が住民税
非課税であって、②
に該当しない方

②世帯全員が住民税非課税
であって、合計所得＋年金
収入が８０万円以下の方

①生活保護を受給
している方等改正後の上限額

３７，２００円２４，６００円１５，０００円１５，０００円

現　行�

改正後�

介護サービス費用�
①介護サービス�
　費用の１割�

介護サービス費用�
①介護サービス�
　費用の１割�

②日常生活費�

②日常生活費�

食　　　　費�
③食費の一部�

③食費�

①＋②＋③�

④居住費� ①＋②＋③＋④�

＝�

＝�

＋�

＋�

＋�

＋� ＋�

表１　施設サービスにおける利用者負担



２００５．　．　（　） ８ １１４２００５．　．　 （　）８ １１ ５

犬
・
猫
た
ち
に
あ
た
た
か
い
家
庭
を

犬
・
猫
た
ち
に
あ
た
た
か
い
家
庭
を�

犬
・
猫
た
ち
に
あ
た
た
か
い
家
庭
を

犬
・
猫
た
ち
に
あ
た
た
か
い
家
庭
を�

犬
・
猫
た
ち
に
あ
た
た
か
い
家
庭
を�

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す�

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す�

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す�

　

ま
だ
申
請
し
て
い
な
い
方
で
、
次
の

す
べ
て
の
要
件
に
あ
て
は
ま
る
方
は
早

め
に
申
請
を
し
て
下
さ
い
。
支
給
は
申

請
し
た
月
分
か
ら
と
な
り
ま
す
。
既
に

こ
の
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、
手

続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
ま
た
は

該
当
す
る
方
は
申
請
を

心
身
障
害
者
福
祉
手
当
・
都
制
度
（
月

額
１
万
５
５
０
０
円
）

愛
の
手
帳
１
〜
３
度
を
お
持
ち
の
方

○
施
設
に
入
所
し
て
い
な
い
方

○　

歳
未
満
の
方

６５
○
平
成　

年
度
（　

年
中
）
所
得
が
限

１７

１６

度
額
未
満
の
方

　

申
請
に
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
・
愛

の
手
帳
の
い
ず
れ
か
と
申
請
者
の
振
込

先
が
分
か
る
も
の
（
郵
便
局
以
外
）
、

平
成　

年
１
月
２
日
以
降
町
田
市
に
転

１７

入
し
た
方
は
平
成　

年
度
（　

年
中
）

１７

１６

所
得
証
明
書
（
区
市
町
村
に
よ
っ
て
名

称
が
異
な
り
ま
す
）
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

※
所
得
制
限
等
で
手
当
を
受
け
ら
れ
な

所得限度額表
申請者・受給者
の所得限度額

税法上の
扶養人数

３，６０４，０００円０人

３，９８４，０００円１人

４，３６４，０００円２人

４，７４４，０００円３人

５，１２４，０００円４人

５，５０４，０００円５人

※所得額は給与所得者の
場合、給与所得控除後
の金額となります。
※扶養人数は申請者・受
給者が税法上（平成１６
年中）扶養している人
数です。
※雑損、医療費、配偶者
控除、社会保険料等一
定の額が控除されま
す。

か
っ
た
方
は
、
８
月
申
請
か
ら
新
年
度

と
な
り
ま
す
の
で
、
所
得
限
度
額
表
を

参
照
の
う
え
、
申
請
し
て
下
さ
い
。

※
平
成　

年
７
月
の
時
点
で
心
身
障
害

１２

者
福
祉
手
当
を
受
給
し
て
い
た
方
や
、

　

歳
未
満
で
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
方

６５等
は
、　

歳
以
上
の
方
で
も
新
た
に
申

６５

請
が
で
き
ま
す
。

※
障
が
い
者
が
施
設
を
退
所
さ
れ
た

場
合
も
新
た
に
申
請
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

□問
 

子
ど
も
総
務
課
11
７
２
４
・
２
１
３

９
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度

【
制
度
が
改
正
さ
れ
ま
す
】

　

市
内
に
住
所
の
あ
る
小
学
校
就
学
前

の
乳
幼
児
を
養
育
し
て
い
る
保
護
者
に

対
し
て
、
お
子
さ
ん
の
医
療
費
の
保
険

診
療
分
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
に
は
保
護
者
の
所
得
制
限

（
左
表
を
参
照
）
が
あ
り
ま
す
が
、
２

歳
児
ま
で
（
３
歳
に
達
す
る
日
の
前
日

の
属
す
る
月
の
末
日
ま
で
）
は
所
得
限

度
額
を
超
過
し
て
も
資
格
を
持
つ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

平
成　

年　

月
１
日
か
ら
は
、
保
護

１７

１０

者
の
所
得
が
限
度
額
を
超
過
し
て
も
資

格
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
お
子
さ
ん
の

年
齢
が
、
３
歳
児
（
４
歳
に
達
す
る
日

の
前
日
の
属
す
る
月
の
末
日
ま
で
）
へ

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
該
当
す
る
方
は

お
早
め
に
申
請
し
て
下
さ
い
。
な
お
、

８
月　

日
ま
で
に
申
請
す
る
と
、
平
成

３１

　

年　

月
１
日
か
ら
の
医
療
証
を
９
月

１７

１０

末
に
郵
送
し
ま
す
（
申
請
が
遅
れ
る

と
、
資
格
取
得
日
が　

月
１
日
以
降
に

１１

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）
。

※
平
成　

年
４
月
現
在
、
乳
幼
児
医
療

１７

証
の
資
格
が
な
く
、　

月
以
降
に
４
歳

１０

を
迎
え
る
お
子
さ
ん
を
対
象
に
通
知
書

を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

【
新
年
度
の
申
請
に
つ
い
て
】

　

新
年
度
の
資
格
（
平
成　

年　

月
１

１７

１０

日
以
降
の
資
格
）
に
つ
い
て
は
、
平
成

　

年
度
（　

年
中
）
の
所
得
で
審
査
し

１７

１６

ま
す
。
前
年
度
所
得
超
過
等
で
資
格
が

な
か
っ
た
方
で
、
平
成　

年
度
（　

年

１７

１６

中
）
の
所
得
が
限
度
内
と
思
わ
れ
る
方

は
申
請
し
て
下
さ
い
。

○
申
請
に
必
要
な
も
の　

お
子
さ
ん
の

健
康
保
険
証

　

現
在
、
児
童
扶
養
手
当
（
ひ
と
り
親

の
手
当
）
を
受
給
中
ま
た
は
支
給
停
止

中
の
方
は
、
８
月
中
に
現
況
届
の
提
出

が
必
要
で
す
。

　

対
象
の
方
に
は
す
で
に
現
況
届
の
用

紙
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
８
月　

日
ま
で
に

３１

子
ど
も
総
務
課
へ
提
出
し
て
下
さ
い
。

　

現
在
支
給
停
止
中
で
手
当
を
受
給
し

て
い
な
い
方
も
、
現
況
届
の
提
出
が
必

要
で
す
。

　

現
況
届
の
提
出
が
な
い
場
合
は
、　
１２

月
振
込
分
以
降
の
手
当
が
停
止
に
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

□問
 

子
ど
も
総
務
課
11
７
２
４
・
２
１
３

９ 児
童
扶
養
手
当
（
ひ
と
り
親
の
手
当
）

を
受
給
中
の
方
、
支
給
停
止
中
の
方

現
況
届
の
提
出
を

　

犬
・
猫
た
ち
の
新
た
な
飼
い
主
を
探

す
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
飼
育
相
談
も
行
い
ま
す
。

○
日
時　

８
月　

日
（
日
）
午
前　

時

２８

１０

〜
正
午
（
雨
天
実
施
）

○
会
場　

境
川
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

（
木
曽
町
２
０
５
）

○
飼
い
主
に
な
る
た
め
に
は
次
の
条
件

を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す　

①
自
宅
が
将
来
に
わ
た
っ
て
犬
・
猫
を

飼
育
し
て
よ
い
場
所
で
あ
る
こ
と
②
家

族
全
員
が
飼
育
に
つ
い
て
賛
成
し
て
い

る
こ
と
③
猫
に
つ
い
て
は
屋
内
飼
育
を

す
る
こ
と
④
必
ず
繁
殖
制
限
手
術
を
行

っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
（
引
き
渡
し
前

に
繁
殖
制
限
手
術
を
行
い
費
用
を
請
求

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）
⑤
飼
育
基
準

を
遵
守
し
、
終
生
愛
情
を
持
っ
て
飼
育

し
続
け
ら
れ
る
こ
と
⑥
猫
に
つ
い
て
は

３
種
混
合
、
犬
に
つ
い
て
は
７
種
混
合

ワ
ク
チ
ン
の
費
用
負
担
を
し
て
い
た
だ

け
る
こ
と
（
ワ
ク
チ
ン
は
事
前
に
接
種

し
て
あ
り
ま
す
）
⑦
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ

装
着
を
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と

※
当
日
は
、
住
所
・
氏
名
が
確
認
で
き

る
も
の
を
お
持
ち
下
さ
い
。
ま
た
、
実

際
に
譲
渡
を
す
る
か
ど
う
か
は
、
会
場

で
面
接
の
う
え
、
そ
の
動
物
と
の
適
性

も
含
め
な
が
ら
主
催
者
側
で
決
定
し
ま

す
。

※
当
日
の
引
き
渡
し
は
行
い
ま
せ
ん
。

【
犬
・
猫
の
新
た
な
飼
い
主
を
捜
し
た

い
方
】

　

環
境
保
全
課
ま
で
申
し
込
ん
で
下
さ

い
。
健
康
診
断
受
診
等
の
義
務
が
あ
り

ま
す
の
で
時
間
の
余
裕
を
も
っ
て
申
し

込
ん
で
下
さ
い
。

○
主
催　

ま
ち
だ
動
物
愛
護
の
つ
ど
い

実
行
委
員
会

□問
 

環
境
保
全
課
11
７
２
４
・
２
７
１
１

平成１７年度（１６年中）所得限度額表

厚生年金等
加入

国民年金加入
または

年金未加入

税法上
の扶養
人数

４，６００，０００円３，０１０，０００円０人

４，９８０，０００円３，３９０，０００円１人

５，３６０，０００円３，７７０，０００円２人

５，７４０，０００円４，１５０，０００円３人

６，１２０，０００円４，５３０，０００円４人

１人増えるごとに３８０，０００円加算

※扶養人数とは平成１６年中の税法
上の扶養人数です。

※所得（給与所得者は給与所得控
除後の額）から控除額一覧表の
該当額を控除した額を限度額表
と比較して下さい。

控除額一覧表

控除額各　種　控　除

相当額雑 損 ・ 医 療 費

相当額小規模企業共済等掛金

 ６０，０００円老人扶養（１人につき）

 ６０，０００円老人控除対象配偶者

２７０，０００円障 害 者 控 除

４００，０００円特 別 障 害 者 控 除

２７０，０００円寡 婦（ 夫 ）控 除

３５０，０００円特 定 寡 婦 控 除

２７０，０００円勤 労 学 生 控 除

５００，０００円老 年 者 控 除

 ８０，０００円一 律 控 除

町
田
市
民
ホ
ー
ル
事
業�

入
場
希
望
の
方
は
町
田
市
民
ホ
ー
ル（
1
７
２
８
・
４
３
０
０
）へ
。�

※
初
日
は
電
話
予
約
の
み
の
受
付
で
す
。�

休

館

日
　
第
１
・
３
月
曜
日（
祝
日
の
と
き
は
そ
の
翌
日
）�

受
付
時
間
　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時�

※
６
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
か
ら
入
場
い
た
だ
け
ま
す
。�

　

狂
言　
 
文  
山  
立 

ふ
み 
や
ま 
だ
ち

出
演　

シ
テ　

山
賊
（
甲
）
山
本
則
俊

　
　
　

ア
ド　

山
賊
（
乙
）
山
本
則
秀

ほ
か

　

能　

松
風

出
演　

ツ
レ　

村
雨　

長
山
桂
三

　
　
　

シ
テ　

松
風　

観
世
銕
之
丞

　
　
　

ワ
キ　

旅
憎　

野
口
敦
弘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か

　

月　

日
（
土
）

１１

１２

午
後
２
時
開
演

一
般
４
０
０
０
円

大
学
生
以
下
１
０
０
０
円

（
税
込
、
全
席
指
定
）

【
リ
ス
園
の
生
き
物
た
ち
の
生
態
に
つ

い
て
】

　

リ
ス
園
に
い
る
動
物
た
ち
（
キ
タ
リ

ス
・
ウ
サ
ギ
・
カ
メ
等
）
の
お
話
で

す
。

○
対
象　

５
歳
以
上
の
方

町
田
リ
ス
園

動

物

教

室

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

８
月　

日
（
木
）

１１

①
午
前　

時
か
ら

１１

東
京
大
空
襲
体
験
者
の
お
話　

志

村
妙
子
氏
（
大
蔵
町
在
住
）
（　
１５

分
）

映
画
「
あ
し
た
元
気
に
な
〜
れ

！
」
（　

分
）

９０

②
午
後
１
時
か
ら

被
爆
体
験
者
の
お
話　

寺
沢
茂
氏
（
成

瀬
台
在
住
）
（　

分
）

１５

映
画
「
火
垂
る
の
墓
」
（　

分
）

９０

③
午
後
３
時
か
ら

被
爆
体
験
者
の
お
話　

寺
沢
茂
氏
（
成

瀬
台
在
住
）
（　

分
）

１５

映
画
「
あ
し
た
元
気
に
な
〜
れ
！

」

（　

分
）

９０
入
場
無
料

（
全
席
自
由
）

【
８
月　

日
午
前
８
時　

分
か
ら
電
話

１２

３０

予
約
受
付
開
始
】

能
と
狂
言
に
親
し
む
会

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
横
山
」

　
　

〜
町
田
市
に
ゆ
か
り
の
能
を
め
ぐ
っ
て

東
京
大
空
襲
体
験
者
・

　

被
爆
体
験
者
の
お
話
と

　
　
　

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画

映

画

鑑

賞

会

○
日
時　

８
月　

日
（
金
）
午
後
２
時

２６

〜
３
時

○
会
場　

町
田
リ
ス
園

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

２０

○
費
用　

入
園
料

□問
 

町
田
リ
ス
園
11
７
３
４
・
１
０
０
１

○
対
象　

小
学
生
以
下

○
日
時　

８
月　

日
（
日
）
①
午
前　

２８

１１

時
〜
正
午
②
午
後
２
時　

分
〜
３
時　

３０

３０

分○
定
員　

各
回　

人
（
先
着
順
）

４０

□問
 

堺
図
書
館
11
７
７
４
・
２
１
３
１

堺
図
書
館

夏
休
み
こ
ど
も
映
画
会

【
①
ウ
ォ
レ
ス
と
グ
ル
ミ
ッ
ト
②
ト
ム

と
ジ
ェ
リ
ー
】

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

〈
火
垂
る
の
墓
（
あ
ら
す
じ
）
〉

　

１
９
４
５
年
６
月
５
日
、
ア
メ
リ

カ
軍
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
神
戸
大
空

襲
は
、
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
た
。

野
坂
昭
如
の
同
名
小
説
を
原
作
に
、

高
畑
勲
が
リ
ア
ル
な
描
写
と
幻
想
的

な
場
面
と
を
融
合
さ
せ
て
作
り
あ
げ

た
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
の
秀
作
。

〈
あ
し
た
元
気
に
な
〜
れ
！
〜
半
分

の
さ
つ
ま
い
も
（
あ
ら
す
じ
）
〉

　

１
９
４
５
年
、
東
京
下
町
を
襲
っ

た
、
東
京
大
空
襲
で
、
炎
の
中
、
家

族
６
人
を
失
っ
た
か
よ
ち
ゃ
ん
（　
１１

歳
）
と
、
兄
の
喜
三
郎
（　

歳
）
。

１３

激
し
く
心
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
、
強
い
感

動
を
呼
ぶ
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画

で
す
。

「あした元気にな～れ�」

※
平
成　

年
１
月
２
日
以
降
町
田
市
に

１７

転
入
さ
れ
た
方
は
、
平
成　

年
度
の
児

１７

童
手
当
用
の
所
得
の
証
明
書
（
区
市
町

村
に
よ
っ
て
名
称
が
異
な
り
ま
す
）
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
平
成　

年
１
月
１

１７

日
に
住
民
登
録
を
し
て
い
た
区
市
町
村

か
ら
お
取
り
寄
せ
下
さ
い
。

※
乳
幼
児
医
療
費
助
成
は
子
ど
も
総
務

課
及
び
各
市
民
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け

ま
す
。

□問
 

子
ど
も
総
務
課
11
７
２
４
・
２
１
４

３

健康�
　メモ�
（町田市歯科医師会）

基
本
健
康
診
査

子
宮
が
ん
検
診

　

こ
の
検
診
は
町
田
市
医
師
会
の
協
力

で
実
施
す
る
も
の
で
す
。

○
対
象　

町
田
市
民
で
勤
務
先
等
で
健

診
の
機
会
の
な
い
、
基
本
健
康
診
査
は

　

歳
以
上
の
方
、
子
宮
が
ん
検
診
は　

１８

２０

歳
以
上
の
女
性
の
方

○
受
診
期
間　

基
本
健
診
は
原
則
と
し

て
誕
生
月
と
そ
の
翌
月
、
子
宮
が
ん
検

診
は
通
年（
ど
ち
ら
と
も
年
度
内
１
回
）

○
受
診
方
法　

健
康
手
帳
（
お
持
ち
で

な
い
方
に
は
病
・
医
院
で
交
付
し
ま

す
）
、
保
険
証
等
を
お
持
ち
に
な
り
、

病
・
医
院
の
一
般
診
療
時
間
内
に
受
診

し
て
下
さ
い
。

※
健
康
課
に
申
し
込
む
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

※
検
診
日
時
が
決
め
ら
れ
て
い
る
病
・

医
院
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ

い
。

○
会
場　

町
田
市
医
師
会
加
入
の
実
施

病
・
医
院
（
必
要
な
方
に
は
病
・
医
院

の
一
覧
表
を
送
付
し
ま
す
。
健
康
課
ま

で
ご
連
絡
下
さ
い
。
な
お
、
一
覧
表
は

町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
に

な
れ
ま
す
）

※
町
田
市
民
病
院
は
、
一
次
検
診
の
実

施
機
関
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
基
本
健
康
診
査
】

○
検
診
内
容　

必
須
診
査
（
全
て
の
方

に
実
施
）
＝
①
問
診
②
理
学
的
診
察
③

血
圧
測
定
④
尿
定
性
検
査
⑤
血
液
検
査

（
正
確
な
検
査
数
値
を
出
す
た
め
に
空

腹
時
に
お
受
け
下
さ
い
）
▽
選
択
診
査

（
医
師
の
判
断
で
選
択
的
に
実
施
）
＝

①
心
電
図
検
査
②
眼
底
検
査
③
血
糖
検

査
④
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
▽
肝
炎
ウ

ィ
ル
ス
検
査
（　

歳
以
上
の
方
）

４０

※
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検
査
は
受
診
要
件
が

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

※　

歳
以
上
の
寝
た
き
り
の
方
は
医
師

４０
が
訪
問
し
て
診
査
し
ま
す
。
か
か
り
つ

け
医
に
ご
相
談
下
さ
い
。

○
費
用　

無
料
（
た
だ
し
、
定
め
ら
れ

た
検
査
以
外
の
検
査
、
治
療
及
び
投
薬

に
要
す
る
費
用
は
自
己
負
担
）

【
子
宮
が
ん
検
診
】

○
検
診
内
容　

問
診
、
視
診
、
内
診
、

検
体
採
取
検
査
（
頸
部
）

※
子
宮
筋
腫
等
で
子
宮
手
術
を
受
け
た

方
は
、
細
胞
が
採
取
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
事
前
に
医
師
と
相
談
の
う

え
、
検
診
を
受
け
て
下
さ
い
。

○
費
用　

１
０
０
０
円

○
支
払
方
法　

受
診
す
る
際
に
病
・
医

院
に
現
金
で
お
支
払
い
下
さ
い
。

【
非
負
担
者
に
つ
い
て
】

　

次
の
方
は
無
料
と
な
り
ま
す
。

○
○福
 

医
療
証
を
お
持
ち
の
方

○
○老
 

老
人
保
健
法
医
療
受
給
者
証
を
お

持
ち
の
方

○
高
齢
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方

○
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

○
生
活
保
護
受
給
世
帯
の
方

※
病
・
医
院
の
窓
口
で
渡
さ
れ
る
受
診

票
で
、
当
日
、
負
担
・
非
負
担
の
届
け

出
を
し
て
下
さ
い
。

　

７
月
９
日
に
健
康
福
祉
会
館
で
、
町

田
市
歯
科
医
師
会
主
催
の
学
術
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
は
昭
和
大
学
講

師
・
弘
中
祥
司
先
生
を
お
呼
び
し
、

「
障
が
い
者
歯
科
っ
て
な
ん
だ
ろ
う

？
」
と
い
う
演
題
で
講
演
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
歯
科
医
師
だ
け
で
な
く
、

一
般
の
方
も
参
加
さ
れ
、
盛
況
の
う
ち

に
終
了
し
ま
し
た
。

　

障
が
い
者
の
こ
と
な
ら
自
分
に
は
関

係
な
い
と
大
多
数
の
方
は
思
っ
て
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
交
通
事
故
、
脳

梗
塞
の
後
遺
症
、
老
齢
に
よ
る
機
能
障

が
い
な
ど
で
い
つ
自
分
が
障
が
い
者
と

な
る
か
も
知
れ
な
い
の
で
す
。
そ
う
考

え
る
と
、
誰
も
が
障
が
い
者
予
備
軍
な

の
で
す
。
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
た
上

で
、
現
在
障
が
い
を
持
っ
て
い
る
方
に

つ
い
て
考
え
る
と
、
も
っ
と
真
剣
に
、

も
っ
と
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
知
的

障
が
い
、
身
体
的
障
が

い
、
そ
の
両
方
を
持
っ
て

い
る
方
、
ま
た
、
そ
の
程

度
も
様
々
で
す
。
特
に
先

天
的
な
障
が
い
の
あ
る
方

は
、
口
の
中
に
も
先
天
的

な
障
が
い
が
あ
る
場
合
が

多
い
よ
う
で
す
。
６
月
号

で
取
り
上
げ
た
認
知
症
の

方
に
も
見
ら
れ
ま
す
。
現

在
障
が
い
を
持
っ
て
い
る

方
々
も
健
常
者
と
同
じ
よ

う
に
日
常
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
様
々

な
分
野
で
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
歯
科
に
お
い
て
も
口
腔
ケ
ア
を
す

る
こ
と
に
よ
り
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生
活
の

質
）
が
向
上
し
、
体
調
の
維
持
・
管
理

に
も
役
立
つ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
歯

科
治
療
に
お
い
て
も
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

の
問
題
、
設
備
の
問
題
、
歯
科
医
師
の

治
療
経
験
の
問
題
な
ど
が
あ
り
、
個
々

の
歯
科
医
院
で
は
対
応
で
き
な
い
面
も

あ
り
ま
す
。
町
田
市
歯
科
医

師
会
で
は
、
こ
れ
か
ら
、
障

が
い
を
持
つ
方
々
の
歯
科
検

診
事
業
、
一
次
医
療
を
町
田

市
と
協
力
し
て
展
開
で
き
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
町
田

保
健
所
、
町
田
市
民
病
院
な

ど
と
も
連
携
し
て
お
り
相
談

窓
口
の
拡
充
に
努
め
て
い
ま

す
。
現
在
で
も
障
が
い
を
持

つ
方
の
歯
科
治
療
が
可
能
な

会
員
の
歯
科
医
院
も
あ
り
ま

す
。
歯
科
治
療
を
断
ら
れ
た

経
験
を
持
つ
方
は
、
町
田
市
歯
科
医
師

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
直
接
申
し
込
み
も

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
活
用
下
さ
い
。

両

親

学

級

健
康
課
11
７
２
５
・
５
４
２
２

○
対
象　

初
産
の
妊
婦
さ
ん
と
そ
の
夫

○
日
時　

８
月　

日
（
土
）
午
後
２
時

２７

〜
４
時

○
会
場　

健
康
福
祉
会
館

○
内
容
・
講
師　

講
話
「
初
め
て
の
妊

娠
・
出
産
」
＝
都
南
産
婦
人
科
医
院
・

長
尾
百
合
子
氏
、
「
先
輩
パ
パ
の
話
」

＝
子
育
て
中
の
夫
婦

町
田
市
民
病
院

臨

時

職

員

【
①
超
音
波
検
査
士
②
薬
剤
師
】

○
資
格　
　

歳
く
ら
い
ま
で
の
有
資
格

５０

者※
①
は
Ｕ
Ｃ
Ｇ
の
で
き
る
方
希
望
。

○
勤
務
日
時　

月
〜
金
曜
日
、
午
前
９

時
〜
午
後
４
時

※
勤
務
日
・
時
間
は
応
相
談
。

○
選
考
方
法　

書
類
、
面
接

○
申
し
込
み　

８
月　

日
ま
で
に
電
話

３１

連
絡
の
う
え
、
履
歴
書
を
郵
送
で
町
田

市
民
病
院
管
理
課
（
〒　

－

０
０
２

１９４

３
、
旭
町
２－

　

－

　

、
11
７
２
２
・

１５

４１

２
２
３
０
内
線
４
２
８
）
へ
。

保

健

師

○
資
格　

保
健
師
免
許
を
お
持
ち
の　
５０

歳
く
ら
い
ま
で
の
方

○
勤
務
期
間　

２
０
０
６
年
３
月　

日
３１

ま
で
（
更
新
あ
り
）

○
勤
務
日　

月
〜
金
曜
日
で
週
２
〜
３

日
、
月　

日
以
内

１４

○
勤
務
時
間　

午
前
８
時　

分
〜
午
後

３０

５
時

○
勤
務
場
所　

健
康
福
祉
会
館
及
び
市

内
各
所

○
勤
務
内
容　

健
診
、
教
育
及
び
相
談

業
務

○
募
集
人
員　

若
干
名

○
選
考
方
法　

書
類
・
面
接

○
申
し
込
み　

８
月　

日
ま
で
に
電
話

３１

で
健
康
課
（
11
７
２
５
・
５
１
７
８
）

へ
。

※
ご
連
絡
を
い
た
だ
き
次
第
、
随
時
面

接
を
行
い
ま
す
。

ま
ち
だ
男
女
平
等
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

実

行

委

員

　

２
０
０
６
年
２
月
の
開
催
に
向
け

て
、
実
行
委
員
（
市
民
・
団
体
）
を
募

集
し
ま
す
。

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
男
女
共
同
参

画
社
会
づ
く
り
の
推
進
に
向
け
て
活
動

し
て
い
る
団
体
な
ど
が
中
心
と
な
り
、

講
演
会
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
展
示
な

ど
を
町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
行
い
ま

す
。

　

男
女
平
等
に
関
心
を
持
ち
、
参
加
い

た
だ
け
る
市
民
・
団
体
の
方
は
電
話
で

お
申
し
込
み
下
さ
い
。

【
第
１
回
実
行
委
員
会
】

○
日
時　

９
月
８
日
（
木
）
午
後
６
時

　

分
か
ら
（
予
定
）

３０○
会
場　

町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

※
保
育
（
１
歳
６
か
月
〜
就
学
前
）
を

ご
希
望
の
方
は
、
申
し
込
み
の
際
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

○
申
し
込
み　

電
話
で
男
女
平
等
推
進

セ
ン
タ
ー
（
11
７
２
３
・
２
９
０
８
）

へ
。

　

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に

企
画
調
整
課
（
11
７
２
４
・
２
１
０

３
）
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

○
日
時　

８
月　

日
（
金
）
午
後
１
時

１９

　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

○
会
場　

市
役
所
森
野
分
庁
舎
４
階
第

３
・
４
会
議
室

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

２０

※
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
氏
名
を
明
記
の
う
え
、
次
の
い
ず

れ
か
の
方
法
で
送
付
し
て
下
さ
い
。

○
フ
ァ
ッ
ク
ス　

6
７
２
４
・
３
０
７

２○
郵
送　

〒　

－

８
５
２
０
、
中
町
１

１９４

－

　

－

　

、
企
画
調
整
課

２０

２３

○
電
子
メ
ー
ル　

m
c
ity
1
2
0
@
c
it

y
.m
a
c
h
id
a
.to
k
y
o
.jp

第
４
回
町
田
市
自
治
基
本
条
例

検

討

委

員

会

　

ま
た
、
審
議
会
概
要
、
開
催
経
過
、

会
議
の
日
程
に
つ
い
て
も
町
田
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

□問
 

企
画
調
整
課
11
７
２
４
・
２
１
０
３

　

重
度
障
が
い
者
（
身
体
障
害
者
手
帳

１
級
・
２
級
、
内
部
障
が
い
は
３
級
も

含
む
。
愛
の
手
帳
１
度
・
２
度
）
の
方

を
対
象
と
し
た
○障
 

受
給
者
証
（
但
し
、

所
得
制
限
額
を
超
え
る
方
【
左
表
参

照
】
、
重
度
障
が
い
者
と
な
ら
れ
た
年

齢
が
、　

歳
以
上
の
方
、
○老
 

医
療
受
給

６５

者
証
を
お
持
ち
で
住
民
税
が
課
税
の
方

更

新

し

ま

す

○障
 

受
給
者
証

は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
）
の
更
新
が
行

わ
れ
ま
す
。
引
き
続
き
助
成
が
受
け
ら

れ
る
方
に
は
９
月
か
ら
の
新
し
い
医
療

証
を
８
月
下
旬
頃
に
送
付
し
ま
す
。
ま

た
、
所
得
が
基
準
額
を
超
え
る
な
ど
で

受
給
資
格
が
な
く
な
る
方
に
は
、
資
格

消
滅
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

　

な
お
、
以
前
に
所
得
超
過
で
受
給
資

格
が
喪
失
し
た
方
も
所
得
【
左
表
参

照
】
に
よ
っ
て
再
び
該
当
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　

有
効
期
限
の
過
ぎ
た
受
給
者
証
は
障

が
い
福
祉
課
へ
お
返
し
下
さ
い
。

□問
 

障
が
い
福
祉
課
11
７
２
４
・
２
１
４

８
、
6
７
２
４
・
１
１
９
１

平成１７年９月１日～平成１８年８月３１日適 用 期 間

平成１６年中収入（所得）収 入 期 間

５人４人３人２人１人０人扶養親族等の数所
得
制
限
額

５，５０４５，１２４４，７４４４，３６４３，９８４３，６０４基 準 額

７，４４９７，０２７６，６０４６，１３２５，６５６５，１８０給与収入換算額

※基準額を超える方は対象になりません。
※２０歳未満の方は国民健康保険法による世帯主または組合員等の所得です。
※２０歳以上の方は、障がい者ご本人の所得です。

ペ
ッ
ト
飼
育
に
つ
い
て
の

意
見
を
募
集
し
ま
す

　
　

月　

日
に
実
施
す
る
、
ま
ち
だ
動

１０

２３

物
愛
護
の
つ
ど
い
２
０
０
５
で
は
、
分

科
会
と
し
て
「
こ
こ
が
キ
ラ
イ
だ
�
ペ

ッ
ト
飼
育－

迷
惑
を
被
っ
て
い
る
私
た

ち
の
言
い
分
を
聞
い
て
」
（
仮
称
）
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
ペ
ッ
ト

飼
育
に
よ
る
近
隣
住
民
の
迷
惑
に
ス
ポ

ッ
ト
を
あ
て
、
地
域
の
中
で
共
生
で
き

る
飼
育
の
あ
り
方
を
考
え
よ
う
と
い
う

も
の
で
す
。

　

こ
の
分
科
会
で
の
活
用
を
目
的
と
し

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ペ
ッ
ト
飼
育

に
つ
い
て
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

○
記
載
い
た
だ
き
た
い
事
項　

①
ペ
ッ

ト
飼
育
に
つ
い
て
迷
惑
に
感
じ
る
事

項
、
ま
た
そ
の
こ
と
に
対
す
る
意
見
等

（
４
０
０
字
以
内
）
②
在
住
の
町
名
③

性
別
④
年
齢
（
○
十
代
で
お
願
い
し
ま

す
）

※
氏
名
は
記
載
し
な
い
で
下
さ
い
。

○
主
催　

ま
ち
だ
動
物
愛
護
の
つ
ど
い

実
行
委
員
会

○
申
し
込
み　

９
月　

日
ま
で
に
、
町

１２

田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
ア
ン
ケ
ー
ト
一

覧
画
面
」
の
「
ペ
ッ
ト
の
飼
育
に
つ
い

て
の
意
見
募
集
」
か
ら
、
ま
た
は
郵
送

で
環
境
保
全
課
（
〒　

－

０
０
３
３
、

１９４

木
曽
町
２
０
５
、
境
川
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
内
、
11
７
２
４
・
２
７
１
１
）

へ
。

所 得 制 限 基 準 額 表 （単位：千円）

○
定
員　
　

組
（
申
し
込
み
順
）

３０

○
申
し
込
み　

８
月　

日
ま
で
に
電
話

２４

で
健
康
課
へ
。

第　

回
２５町

田
市
環
境
審
議
会

　

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
８
月　
２２

日
正
午
ま
で
に
環
境
保
全
課
（
11
７
２

４
・
２
７
１
１
）
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

○
日
時　

８
月　

日
（
月
）
午
後
６
時

２２

　

分
〜
８
時　

分

３０

３０

○
会
場　

森
野
分
庁
舎
２
階
第
３
会
議

室○
議
題　

市
役
所
か
ら
の
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
量
に
つ
い
て
、
ほ
か

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

１０

成
人
歯
科
健
康
診
査

○
対
象　

健
診
日
に　

〜　

歳
の
町
田

４０

６５

市
民
（
年
度
内
に
１
回
受
け
ら
れ
ま

す
）

○
内
容　

問
診
、

虫
歯
・
歯
周
疾
患

の
診
査
、
歯
列
咬

合
・
粘
膜
・
顎
関

節
症
・
口
腔
清
掃

状
態
の
チ
ェ
ッ
ク
、
予
防
指
導

○
費
用　

４
０
０
円

○
申
し
込
み　

協
力
歯
科
医
院
に
直
接

お
申
し
込
み
下
さ
い
。

※
健
康
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
ご
持
参

下
さ
い
。

【
非
負
担
者
に
つ
い
て
】

　

次
の
方
は
無
料
と
な
り
ま
す
。

○
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

○
生
活
保
護
受
給
世
帯
の
方

※
病
・
医
院
で
渡
さ
れ
る
受
診
票
で
当

日
負
担
・
非
負
担
の
届
け
出
を
し
て
下

さ
い
。

臨
時
職
員

障がいを持つ方の障がいを持つ方の

生活の質の向上を生活の質の向上を

目指して目指して



２００５．　．　（　） ８ １１６

消費生活センターから

「
町
田
の
マ

チ
コ
」
で
す

□問 消費生活センター11７２５・８８０５

　

今
年
も
多
く
の
団
体
の
協
力
を
得

て
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る

た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
ま
し

た
。

　

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
恒
例
の
大
戸

 
囃  
子 
に
加
え
、
地
元
の
相
原
町
に
古
く

は
や 

し

か
ら
伝
わ
る
お
囃
子
、
獅
子
舞
が
披
露

さ
れ
る
ほ
か
、
本
館
前
で
は
相
原
町
の

 
喧  
嘩  
御  
輿 
が
繰
り
出
し
お
ま
つ
り
気
分

け
ん 

か 

み 

こ
し

を
盛
り
上
げ
ま
す
。

　

野
外
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
吹
奏
楽
の
競

演
、
和
太
鼓
演
奏
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
地
元
の
牛
乳
か
ら
作
っ

た
ア
イ
ス
ミ
ル
ク
の
販
売
や
大
地
沢
ひ

の
き
風
呂
の
特
別
無
料
開
放
、
模
擬
店

の
出
店
、
体
力
測
定
コ
ー
ナ
ー
、
丸
太

切
り
の
体
験
、
森
に
関
す
る
遊
び
、
焼

き
板
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
多
彩

な
催
し
物
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

※
当
日
は
送
迎
バ
ス
を
相
原
駅
前
〜
青

少
年
セ
ン
タ
ー
入
口
の
間
を
午
前
９
時

　

分
か
ら
運
行
し
ま
す
。

２０□問
 

大
地
沢
青
少
年
セ
ン
タ
ー
11
７
８
２

・
３
８
０
０ ８

月
８
月
２０２０
日（
土
）

（
土
）�

午
前
午
前
１０１０
時
〜
時
〜�

午
後
３
時
　

午
後
３
時
　�

８
月
２０
日（
土
）�

午
前
１０
時
〜�

午
後
３
時
　�

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
参
加
者
に
「
大

学
」
と
は
人
生
の
中
で
何
か
を
、
原
則

２
泊
３
日
の
体
験
を
と
お
し
て
じ
っ
く

り
考
え
て
も
ら
う
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
で

す
。

○
対
象　

高
校
生
（
保
護
者
・
教
員
・

大
学
生
・
予
備
校
生
等
も
可
）

○
期
日　

８
月　

日
（
月
）
〜　

日

２２

２４

（
水
）
（
２
泊
３
日
）

○
会
場　

独
立
行
政
法
人　

国
民
生
活

セ
ン
タ
ー
（
相
模
原
市
弥
栄
３－

１－

１
）

○
内
容　

大
学
・
高
校
教
職
員
、
社
会

人
、
大
学
生
に
よ
る
講
演
、
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
、
模
擬
授
業
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
、
討
論
等

○
定
員　

宿
泊　

人
、
通
い
（
３
日
間

７０

参
加
の
こ
と
）
１
０
０
人
、
ｅ
ラ
ー
ニ

ン
グ　

人
５０

○
費
用　

宿
泊
１
万
２
０
０
０
円
、
通

い
５
０
０
０
円
、
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
３
０

０
０
円

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

首
都

圏
西
部
大
学
単
位
互
換
協
定
会
事
務
局

（
桜
美
林
大
学
内
、
11
７
９
７
・
９
９

第
３
回　

高
校
生
の
た
め
の

「
大
学
」
セ
ミ
ナ
ー

１
４
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

t
t
p
:/

/
w
w
w
.sh
u
to
k
e
n
se
ib
u
.a
c
.jp

）

□問
 

企
画
調
整
課
11
７
２
４
・
２
１
０
３

【
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま

え
て
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
防
災
を
考
え

る
】

○
対
象　

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合

員
、
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
の
関
係
者
等

○
日
時　

９
月
４
日
（
日
）
午
後
１
時

　

分
〜
４
時

３０○
会
場　

健
康
福
祉
会
館

○
定
員　

１
５
０
人
（
申
し
込
み
順
）

○
申
し
込
み　

電
話
で
住
宅
課
（
11
７

２
４
・
１
１
３
０
）
へ
。

マ
ン
シ
ョ
ン
の

防
災
に
つ
い
て

（
シ
リ
ー
ズ
・
１
）

町
田
市
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
セ
ミ
ナ

ー
（
講
演
会
）

【
①
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
平
和
な
世
界

へ
〜
非
暴
力
を
考
え
る
」
】

　

怒
り
の
感
情
を
暴
力
で
表
現
す
る
の

で
は
な
く
、
別
の
表
現
方
法
が
あ
る
こ

と
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

町
田
市
文
化
・
国
際
交
流
財
団　

夏
休

み
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の

国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト

○
対
象　

中
学
生

○
日
時　

８
月　

日
（
金
）
午
後
１
時

２６

〜
５
時

○
会
場　

町
田
市
民
ホ
ー
ル

○
定
員　
　

人
（
抽
選
）

２０

【
②
イ
ン
ド
人
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に

よ
る
親
子
料
理
教
室
】

　

本
格
的
な
カ
レ
ー
を
作
っ
て
み
ま
し

ょ
う
。

○
対
象　

小
・
中
学
生
（
小
学
生
は
保

護
者
同
伴
）

○
日
時　

８
月　

日
（
土
）
午
後
２
時

２７

か
ら

○
会
場　

町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

○
費
用　

１
人
５
０
０
円

○
定
員　
　

人
（
抽
選
）

３６

【
③
映
画
「
ド
バ
ル
ダ
ー
ン
！
エ
レ
フ

ァ
ン
ト
」
鑑
賞
会
】

　

さ
ま
ざ
ま
な
国
の
大
人
や
子
ど
も
が

象
に
よ
っ
て
結
ば
れ
、
平
和
を
願
う
心

が
つ
な
が
っ
て
い
く
物
語
で
す
。

○
日
時　

８
月　

日
（
木
）
①
午
前　

２５

１０

時　

分
か
ら
（　

時
開
場
）
②
午
後
２

３０

１０

時
か
ら
（
１
時　

分
開
場
）

３０

○
会
場　

町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

○
定
員　

１
８
８
人
（
先
着
順
）

◇

○
申
し
込
み　

①
②
は
ハ
ガ
キ
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
催
し
名
・
住
所
・
氏
名
・
学

年
・
電
話
番
号
を
明
記
し
て
８
月　

日
１５

ま
で
（
必
着
）
に
町
田
国
際
交
流
セ
ン

タ
ー
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
係
」
ま
た
は

「
親
子
料
理
教
室
」
係
（
〒　

－

０
０

１９４

１
３
、
原
町
田
４－

９－

８
、
町
田
市

民
フ
ォ
ー
ラ
ム
内
、
11
７
２
２
・
４
２

６
０
、
6
７
２
２
・
５
３
３
０
）
へ
。

③
は
直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

【
子
ど
も
へ
の
か
か
わ
り－

今
、
私
た

ち
お
と
な
に
で
き
る
事
と
は
？－

】

　

昨
今
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く
事
件
が

多
発
し
、
不
安
を
募
ら
せ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
お
と
な
が
Ｃ
Ａ
Ｐ
（
子
ど
も

へ
の
暴
力
防
止
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
と
り
方
を
学
び
、

地
域
の
子
ど
も
た
ち
を
守
る
第
一
歩
を

ま
ち
だ
中
央
公
民
館

鶴
川
地
域
市
民
講
座

○
対
象　

市
内
在
住
の
小
学
生
で
初
め

て
将
棋
を
覚
え
た
い
方

（
昨
年
、
同
じ
講
座
を

受
講
し
た
方
は
申
し
込

め
ま
せ
ん
）
。

○
期
日　

９
月　

日
、　

月
１
日
、　

１０

１０

１５

日
、　

月　

日
、　

月　

日
、
２
０
０

１１

１９

１２

１７

６
年
１
月
７
日
、　

日
、
２
月
４
日
、

２１

　

日
、
３
月
４
日
（
い
ず
れ
も
土
曜

１８日
、
全　

回
）

１０

○
時
間　

午
後
２
時
〜
４
時

○
会
場　

ま
ち
だ
中
央
公
民
館

○
講
師　

町
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
会
員

○
定
員　
　

人
（
抽
選
）

３０

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
に
、
住
所

・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
年
齢
・
保
護

者
の
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、

９
月
２
日
午
後
５
時
ま
で
（
必
着
）
に

ま
ち
だ
中
央
公
民
館
「
子
ど
も
将
棋
教

室
」
係
（
〒　

－

０
０
１
３
、
原
町
田

１９４

６－

８－

１
、
11
７
２
８
・
０
０
７

１
）
へ
。

ま
ち
だ
中
央
公
民
館

子
ど
も
将
棋
教
室

築
き
ま
し
ょ
う
。

○
対
象　

市
内
在
住
で
全
回
出
席
で
き

る
方

○
期
日　

９
月
６
日
、　

日
、　

日
、

１３

２０

　

日
、　

月
４
日
、
い
ず
れ
も
火
曜
日

２７

１０

○
時
間　

午
前
９
時　

分
〜　

時　

分

３０

１１

３０

○
会
場　

鶴
川
市
民
セ
ン
タ
ー

○
内
容　

Ｃ
Ａ
Ｐ
お
と
な
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
、
模
擬
体
験
ほ
か

○
講
師　

Ｃ
Ａ
Ｐ
ハ
レ
ノ
ヒ
・
林
義
子

氏○
定
員　
　

人
（
抽
選
）

３０

○
保
育　

２
歳
か
ら
就
学
前
の
幼
児　
１０

人
ま
で
有
り
（
希
望
の
方
は
、
申
し
込

み
に
お
子
さ
ん
の
氏
名
・
年
齢
を
明

記
）

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
８
月　
２３

日
ま
で
（
必
着
）
に
ま
ち
だ
中
央
公
民

館
「
鶴
川
地
域
市
民
講
座
」
係
（
〒　
１９４

－

０
０
１
３
、
原
町
田
６－

８－

１
、

11
７
２
８
・
０
０
７
１
）
へ
。

　

地
球
温
暖
化
対
策
の
国
民
運
動 

「
チ
ー
ム
・
マ
イ
ナ
ス
６
％
」
（
注
）

を
国
で
進
め
て
い
ま
す
。

　

防
止
対
策
は
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供

給
面
と
、
産
業
や
家
庭
な
ど
で
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
両
面
で
進
め
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
温
室
効
果
ガ
ス
に
は
二
酸
化
炭

素
、
フ
ロ
ン
、
メ
タ
ン
な
ど
が
あ
り
ま

す
が
、
二
酸
化
炭
素
が
大
部
分
を
占
め

て
い
ま
す
。

　

家
庭
レ
ベ
ル
で
生
活
を
見
直
し
て
、

無
駄
を
省
く
こ
と
が
二
酸
化
炭
素
を
減

ら
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、

温
暖
化
防
止
と
家
計
費
の
節
約
に
つ
な

が
る
の
で
す
。

□１
 

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
と
私
た
ち
に
で

き
る
こ
と

○ア
 

エ
ア
コ
ン
の
冷
房
温
度
を
１
℃
高

く
、
暖
房
温
度
は
１
℃
低
く
設
定
し
、

服
装
の
素
材
や
デ
ザ
イ
ン
選
び
を
工
夫

し
て
快
適
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

○イ
 

電
化
製
品
の
取
り
扱
い
の
工
夫
を

・
冷
蔵
庫
は
食
品
な
ど
を
詰
め
込
み
過

ぎ
な
い
よ
う
に
、
ド
ア
の
開
閉
回
数
を

少
な
く
、
素
早
く
す
る
よ
う
に
。

・
待
機
電
力
は
必
要
の
な
い
時
は
切

り
、
Ｔ
Ｖ
を
時
計
代
わ
り
に
し
な
い
。

○ウ
 

買
い
物
に
は
マ
イ
バ
ッ
ク
を
持
っ
て

行
き
、
レ
ジ
袋
は
貰
わ
な
い
よ
う
に
し

て
、
ゴ
ミ
出
し
は
選
別
区
分
で
行
い
、

燃
や
せ
る
ゴ
ミ
を
減
ら
す
。

○エ
 

自
動
車
の
ア
イ
ド
リ
ン
グ
を
し
な
い

よ
う
に
運
転
を
す
る
。

□２
 

先
人
の
「
生
活
の
知
恵
」
の
活
用

○ア
 

よ
し
ず
、
す
だ
れ
、
カ
ー
テ
ン
な
ど

を
効
果
的
に
用
い
る
。

○イ
 

鍋
を
火
に
か
け
る
と
き
鍋
の
底
の
水

気
を
ふ
く
、
お
湯
を
沸
か
す
と
き
は 
蓋 ふた

を
す
る
。

○ウ
 

雨
水
、
お
風
呂
の
残
り
湯
を
使
い
、

ベ
ラ
ン
ダ
や
庭
、
通
り
に
、
打
ち
水

を
。
さ
わ
や
か
な
自
然
の
涼
し
さ
を
味

わ
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

い
く
つ
か
の
工
夫
を
紹
介
し
ま
し

た
。

　

１
家
庭
で
で
き
る
こ
と
は
わ
ず
か
で

す
が
、
一
人
ひ
と
り
が
力
を
合
わ
せ
れ

ば
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
り
、
二
酸

化
炭
素
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
。
地
球
を
大
切
に
し
ま
し
ょ

う
。

（
注
）
「
チ
ー
ム
・
マ
イ
ナ
ス
６
％
」
と

は
、
京
都
議
定
書
が
世
界
に
約
束
し
た
日

本
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
６
％
の
削
減

目
標
で
す
。
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
国

民
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
こ
と
で
す
。

私私
たた
ちち
にに
でで
きき
るる
ここ
とと

〜
地
球
温
暖
化

〜
地
球
温
暖
化　
　

防
止
対
策
〜

　
　
　

防
止
対
策
〜

【
①
こ
わ
〜
い
お
話
会
】

　

暑
い
夏
の
ひ
と
と
き
、
オ
バ
ケ
や
怪

談
話
で
涼
み
ま
し
ょ
う
。

○
日
時　

８
月　

日
（
月
）
午
前　

時

１５

１１

〜　

時　

分
＝
幼
児
〜
小
学
校
低
学
年

１１

３０

向
け
、
午
後
２
時　

分
〜
３
時
＝
小
学

３０

生
向
け

【
②
ス
タ
ジ
オ
ゆ
め
で
映
画
会
】

　

幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年
向
け
の
映

画
会
で
す
。
「
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
の
バ

ン
ド
コ
ン
サ
ー
ト
」
「
だ
る
ま
ち
ゃ
ん

と
て
ん
ぐ
ち
ゃ
ん
」
の
２
本
立
て
で

す
。

○
日
時　

８
月　

日
（
木
）
①
午
前　

１８

１１

時
〜　

時　

分
②
午
後
２
時
〜
２
時　

１１

３０

３０

分【
③
カ
ン
タ
ン
工
作
タ
イ
ム
①
】

　

紙
で
笛
の
お
も
ち
ゃ
を
作
っ
て
み
よ

う
！

○
対
象　

幼
児
〜　

歳
の
方

１８

○
日
時　

８
月　

日
（
土
）
午
後
１
時

２０

〜
２
時　

分
３０

【
④
カ
ン
タ
ン
工
作
タ
イ
ム
②
】

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
ビ
ー

ズ
を
作
っ
て
み
よ
う
！

○
対
象　

幼
児
〜　

歳
の
方

１８

○
日
時　

８
月　

日
（
土
）
午
後
３
時

２０

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
つ
る
っ
こ

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
お
し
ら
せ

〜
４
時

【
⑤
じ
っ
く
り
て
づ
く
り　

ユ
ニ
ッ
ト

お
り
が
み
】

　
　

枚
の
ユ
ニ
ッ
ト
で
く
す
玉
を
作
ろ

３０
う
！

○
対
象　

３
日
間
が
ん
ば
る
こ
と
の
で

き
る
小
学
生
〜　

歳
の
方

１８

○
日
時　

８
月　

日
（
金
）
〜　

日

２６

２８

（
日
）
午
後
２
時
〜
４
時

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

３０

○
持
ち
物　

お
り
が
み　

枚
３０

◇

○
申
し
込
み　

①
〜
④
は
直
接
会
場
へ

お
い
で
下
さ
い
。
⑤
は
８
月　

日
午
前

１３

　

時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
子
ど
も

１０セ
ン
タ
ー
つ
る
っ
こ
（
11
７
０
８
・
０

２
３
６
）
へ
。

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
下
さ
い
。

ま
ち
だ
科
学
の
里

○
対
象　

小
学
３
年
生
以
上
の
方

○
日
時　

９
月　

日
〜　

月　

日
の
日

１１

１２

１８

曜
日
（
月
２
回
、
全
８
回
）
午
前　

時
１０

〜　

時　

分

１１

３０

○
会
場　

旧
緑
ヶ
丘
小
学
校

○
内
容　

仮
説
実
験
授
業
を
通
し
て
、

科
学
的
・
論
理
的
な
思
考
力
を
育
て
る

○
講
師　

仮
説
実
験
授
業
研
究
会
会
員

○
費
用　

１
万
２
０
０
０
円
（
テ
キ
ス

【
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
レ
ッ
ス
ン
】

　

ス
タ
ジ
オ
で
活
躍
中
の
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
の
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
よ
う
！

○
対
象　

中
学
生
〜
高
校
生

○
日
時　

９
月
〜　

月
の
毎
週
月
曜
日

１１

午
後
６
時　

分
〜
７
時　

分
（
全　

１５

４５

１２

回
）

○
会
場　

ひ
な
た
村

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

１５

○
費
用　

２
０
０
０
円
（
全
回
分
）

○
申
し
込
み　

８
月　

日
午
前　

時
か

１２

１０

ら
電
話
で
ひ
な
た
村
（
11
７
２
２
・
５

７
３
６
）
へ
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

　

施
設
の
案
内
と
説
明
を
行
い
ま
す
。

開
始
時
間
ま
で
に
下
水
処
理
場
に
お
い

で
下
さ
い
。

○
日
時　

８
月　

日
（
日
）
①
午
前　

２１

１０

時
か
ら
②
午
後
２
時
か
ら

下
水
処
理
場
見
学
会

【
紙
芝
居
「
か
よ
こ
桜
」
と
「
シ
ロ
と

た
け
し
」
（
ア
ニ
メ
）
の
ビ
デ
オ
上
映

と
作
者
に
よ
る
講
演
会
】

○
対
象　

市
内
在
住
の
方

○
日
時　

８
月　

日
（
土
）
午
前　

時

２０

１０

〜
午
後
０
時　

分
３０

○
会
場　

ま
ち
だ
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

○
講
師　

山
本
典
人
氏
（
市
内
在
住
、

著
書
「
か
よ
こ
桜
」
「
シ
ロ
と
た
け

し
」
ほ
か
）

○
紙
芝
居　

菊
池
よ
し
江
氏

○
定
員　

１
５
４
人
（
抽
選
）

○
申
し
込
み　

直
接
ま
た
は
電
話
で
ま

ち
だ
中
央
公
民
館
（
11
７
２
８
・
０
０

７
１
）
へ
。

被
爆
・
終
戦　

年
６０

平
和
祈
念
イ
ベ
ン
ト

ト
、
教
材
費
な
ど
）

○
申
し
込
み　

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名

・
学
年
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
仮
説

実
験
授
業
研
究
会
（
〒　

－

０
０
４

１９４

１
、
玉
川
学
園
７－

　

－

２
）
へ
。

１９

実
施
要
綱
、参
加
申
込
書
を
送
り
ま
す
。

□問
 

児
童
青
少
年
課
11
７
２
４
・
２
１
８

２

○
会
場　

鶴
見
川
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

（
三
輪
緑
山
）

※
駐
車
場
あ
り
。

○
定
員　

各
回　

人
程
度

３０

○
交
通　

小
田
急
線
鶴
川
駅
か
ら
鶴
川

緑
山
住
宅
循
環
行
き
バ
ス
で
「
け
や
き

通
り
」
下
車
徒
歩
１
分
、
ま
た
は
鶴
川

女
子
短
期
大
学
行
き
バ
ス
で
終
点
「
鶴

川
女
子
短
大
」
下
車
徒
歩
１
分

○
申
し
込
み　

８
月　

日
ま
で
に
電
話

１９

で
鶴
見
川
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
11
０

４
４
・
９
８
８
・
７
１
０
１
）
へ
。

桂
馬�

角
�

王
将�



２００５．　．　 （　）８ １１ ７

●
膠
原
系
難
病
講
演
会
の
お
知
ら
せ

【
シ
ェ
ー
グ
レ
ン
症
候
群
の
理
解
と
治

療
】

　

対
象
＝
シ
ェ
ー
グ
レ
ン
症
候
群
の
患

者
及
び
そ
の
家
族
／
日
時
＝
９
月
８
日

午
後
２
時
〜
４
時
／
会
場
＝
南
多
摩
保

健
所
（
多
摩
市
）
／
内
容
＝
病
理
、
最

新
の
治
療
、
日
常
生
活
の
工
夫
／
講
師

＝
町
田
市
民
病
院
・
緋
田
め
ぐ
み
氏
／

定
員
＝　

人
／
申
し
込
み
＝
講
演
会
前

４０

日
ま
で
に
電
話
で
南
多
摩
保
健
所
保
健

対
策
課
（
11
０
４
２
・
３
７
１
・
７
６

６
１
）
へ
。

●
夏
休
み
親
子
陶
芸
教
室

　

ど
う
ぶ
つ
の
親
子
皿
を
つ
く
っ
て
み

ま
せ
ん
か
／
対
象
＝
小
学
生
と
そ
の
親

／
日
時
＝
８
月　

日
午
前　

時
〜
正
午

２６

１１

／
定
員
＝
７
組
（
申
し
込
み
順
）
／
費

用
＝
１
人
１
０
０
０
円
／
申
し
込
み
＝

電
話
で
明
和
荘
タ
イ
ム
ス
（
11
７
２
６

・
９
８
４
９
）
へ
。

●
町
田
商
工
会
議
所
の
お
知
ら
せ

　

問
い
合
わ
せ
は
同
会
議
所
（
11
７
２

２
・
５
９
５
７
）
へ
。

【
カ
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
①
２
級

②
３
級
資
格
取
得
対
策
講
座
】

　

対
象
＝
①
３
級
程
度
の
知
識
を
有
す

る
方
②
初
心
者
向
け
／
期
日
＝
①
９
月

８
日
〜　

月　

日
の
毎
週
木
曜
日
（
全

１１

１７

　

回
）
②
９
月　

日
〜　

月　

日
の
毎

１０

２９

１１

２４

週
木
曜
日
（
全
８
回
）
／
時
間
＝
午
後

７
時
〜
９
時
／
費
用
＝
①
３
万
４
０
０

０
円
、
学
生
２
万
９
０
０
０
円
②
２
万

８
０
０
０
円
、
学
生
２
万
３
０
０
０
円

／
定
員
＝
各　

人
（
申
し
込
み
順
）
／

２０

申
し
込
み
＝
電
話
で
同
会
議
所
へ
。

●
八
王
子
都
税
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら

せ【
法
人
事
業
税
・
法
人
都
民
税
の
電
子

申
告
の
受
付
を
開
始
し
ま
す
】

　

８
月　

日
か
ら
電
子
受
付
を
開
始
し

１７

ま
す
／
利
用
時
間
＝
午
前
８
時　

分
〜

３０

午
後
８
時
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除

く
）
／
利
用
方
法
＝
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
:/
/
w
w
w
.e
lta

x
.jp
/

）
に
ア
ク
セ
ス
し
、
利
用
届
出

を
し
て
下
さ
い
。　

〜　

日
程
度
で
利

１０

１５

用
者
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
が
郵
送
さ
れ

ま
す
。
申
告
に
利
用
す
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
／
詳
細
は
地
方
税
電
子
化
協
議
会

（
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
11
０

５
７
０
・
０
８
１
４
５
９
）
へ
。

【
８
月
は
個
人
事
業
税
第
１
期
分
の
納

期
で
す
】

　

都
税
事
務
所
（
都
税
支
所
）
ま
た
は

お
近
く
の
金
融
機
関
、
郵
便
局
で
８
月

　

日
ま
で
に
納
め
て
下
さ
い
。
な
お
口

３１座
振
替
も
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
／
□問
 

八

王
子
都
税
事
務
所
11
０
４
２
６
・　

・
４４

１
１
１
１

●
お
ひ
さ
ま
保
育
園
夏
祭
り
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
募
集

　

日
時
＝
９
月
３
日
（
雨
天
時
は
４

日
）
午
後
４
時
〜
７
時
／
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
は
午
前　

時
〜
午
後
８
時
ま
で

１０

の
可
能
な
時
間
で
お
願
い
し
ま
す
／
子

ど
も
コ
ー
ナ
ー
の
ゲ
ー
ム
の
景
品
の
寄

付
も
お
願
い
し
ま
す
／
□問
 

同
園
11
７
３

６
・
６
６
４
８

●
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
環
境
組
合
こ
ど

も
清
掃
工
場
見
学
会

●
桜
美
林
大
学
・
臨
床
心
理
セ
ン
タ
ー

の
お
知
ら
せ

【
公
開
講
座
・
臨
床
心
理
士
の
心
身
整

体
療
法
を
体
験
す
る
】

　

夏
の
疲
労
回
復
と
心
の
体
操
を
試
み

ま
せ
ん
か
／
日
時
＝
８
月　

日
午
後
２

３１

時
〜
３
時　

分
／
会
場
＝
同
大
学
プ
ラ

３０

ネ
ッ
ト
淵
野
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
／
講
師
＝

北
海
道
医
療
大
学
助
教
授
・
阿
部
一
男

氏
／
定
員
＝　

人
程
度
／
申
し
込
み
＝

５０

ハ
ガ
キ
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
住
所
・
氏
名

・
年
齢
・
職
業
・
電
話
番
号
を
明
記

し
、
８
月　

日
ま
で
に
同
大
学
臨
床
心

２４

理
セ
ン
タ
ー
（
〒　

－

０
２
９
４
、
常

１９４

盤
町
３
７
５
８
、
6
７
９
７
・
９
８
５

９
、
11
７
９
７
・
９
８
５
６
）
へ
／
同

大
学
か
ら
は
特
に
連
絡
は
し
ま
せ
ん
。

動
き
や
す
い
服
装
で
直
接
会
場
へ
お
い

で
下
さ
い
。　

【
心
の
相
談
】

　

一
般
の
方
を
対
象
に
心
の
相
談
に
も

応
じ
て
い
ま
す
（
９
月　

日
ま
で
は
お

１３

休
み
）
／
□問
 

同
大
学
臨
床
心
理
セ
ン
タ

ー
11
７
９
７
・
９
８
５
６

●
玉
川
大
学
公
開
講
座

　

問
い
合
わ
せ
は
同
大
学
継
続
学
習
セ

ン
タ
ー
（
11
７
３
９
・
８
８
９
５
）
へ

／
講
座
名
＝
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
を
楽
し

む
、
陶
芸
を
楽
し
む
、
み
ん
な
で
歌
い

ま
し
ょ
う
、
初
め
て
の
手
話
、
フ
ラ
ン

ス
語
会
話
、
イ
タ
リ
ア
語
入
門
、
ド
イ

ツ
語
講
座
Ⅱ
、
ス
ペ
イ
ン
語
会
話
、
ビ

ジ
ネ
ス
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
、
は
じ
め
て
の

煎
茶
、
煎
茶
道
入
門
講
座
、
書
に
親
し

む
、
か
な
に
親
し
む
、
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク

を
楽
し
む
、
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
を
楽
し
む

シ
ニ
ア
コ
ー
ス
、
こ
れ
か
ら
始
め
る
ジ

ョ
ギ
ン
グ
、
宅
建
試
験
対
策
講
座
、
博

物
館
・
美
術
館
研
修
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
Ⅲ

「
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
と
レ
オ
ナ
ル
ド
」

　

対
象
＝
保
護
者
同
伴
ま
た
は
一
人
で

工
場
ま
で
行
く
こ
と
が
可
能
な
、
お
お

む
ね
小
学
生
ぐ
ら
い
ま
で
の
方
／
日
時

＝
８
月　

日
午
前　

時
〜
正
午
（
午
前

２５

１０

９
時　

分
に
集
合
）
／
定
員
＝　

人

４５

３０

（
申
し
込
み
順
）
／
申
し
込
み
＝
電
話

で
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
環
境
組
合
総
務

課
（
11
０
４
２
・
３
７
４
・
６
３
３

１
）
へ
。

●
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
あ
い
は
ら
職
員
・
契

約
職
員
募
集

　

職
種
＝
①
介
護
職
員
（
契
約
職
員
）

②
看
護
師
③
機
能
訓
練
指
導
員
④
事
務

員
／
資
格
＝
①
介
護
福
祉
士
ま
た
は
ヘ

ル
パ
ー
１
・
２
級
資
格
を
お
持
ち
の
方

②
看
護
師
資
格
を
お
持
ち
の
方
③
Ｏ
Ｔ

ま
た
は
Ｐ
Ｔ
資
格
を
お
持
ち
の
方
④
高

卒
以
上
、
パ
ソ
コ
ン
２
級
程
度
の
資
格

を
お
持
ち
の
方
／
勤
務
時
間
＝
①
②
③

午
前　

時
〜
午
後
４
時
④
午
前
８
時　

１０

３０

分
〜
午
後
５
時　

分
／
勤
務
場
所
＝
デ

１５

イ
サ
ー
ビ
ス
あ
い
は
ら
／
人
員
＝
若
干

名
／
選
考
＝
書
類
・
筆
記
・
面
接
／
選

考
試
験
日
＝
８
月　

日
／
採
用
＝　

月

２８

１０

１
日
以
降
／
申
込
用
紙
配
布
開
始
日
＝

８
月　

日
か
ら
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
あ
い

１８

は
ら
）
／
申
し
込
み
＝
申
込
用
紙
と
添

付
書
類
を
８
月　

日
ま
で
に
直
接
デ
イ

２３

サ
ー
ビ
ス
あ
い
は
ら
へ
／
□問
 

（
特
）
相

原
や
ま
ゆ
り
会
11
７
８
２
・
１
８
１
８

（
８
月　

日
か
ら
問
い
合
わ
せ
可
）

１８

●
都
立
町
田
高
校
公
開
講
座
「
江
戸
東

京
歴
史
散
歩
」

　

都
内
に
残
る
史
跡
等
を
解
説
付
き
で

見
学
し
ま
す
／
対
象
＝
都
内
在
住
、
在

勤
の
方
／
期
日
＝　

月
２
日
、　

日
、

１０

１６

　

日
／
会
場
＝
上
野
、
湯
島
、
根
津
周

３０辺
／
定
員
＝　

人
（
抽
選
）
／
費
用
＝

２５

３
７
０
０
円
／
申
し
込
み
＝
往
復
ハ
ガ

キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号

を
明
記
し
、
８
月　

日
ま
で
（
必
着
）

２６

に
同
校
公
開
講
座
担
当
（
〒　

－

０
０

１９４

２
１
、
中
町
４－

　

－

３
、
11
７
２
２

２５

・
２
２
０
１
）
へ
。

　

野
津
田
町
の
七
国
山
地
区
で
栽
培
し

て
い
る
な
た
ね
か
ら
、
な
た
ね
油
を
し

ぼ
り
ま
す
。

　

し
ぼ
っ
た
な
た
ね
油
は
５
０
０　

入
ml

り
ビ
ン
１
本
８
０
０
円
で
販
売
し
て
い

ま
す
。

○
日
時　

８
月　

日
（
土
）
午
前　

時

２０

１０

〜
午
後
２
時

○
会
場　

ふ
る
さ
と
農
具
館

○
交
通　

小
田
急
線
町
田
駅
北
口
Ｐ
Ｏ

Ｐ
ビ
ル
先　

番
乗
り
場
か
ら
、
本
町
田

２１

経
由
野
津
田
車
庫
行
き
、
ま
た
は
鶴
川

駅
行
き
バ
ス
で
「
薬
師
ケ
丘
」
下
車
、

徒
歩　

分
１０

※
車
で
お
い
で
の
方
は
、
薬
師
池
公
園

駐
車
場
を
ご
利
用
下
さ
い
。

□問
 

ふ
る
さ
と
農
具
館
11
７
３
６
・
８
３

８
０ 実

演

と

販

売

　

障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
ひ
か
り

療
育
園
で
は
、
恒
例
の
お
祭
り
を
開
催

し
ま
す
。

　

盆
踊
り
や
模
擬
店
な
ど
楽
し
い
企
画

を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
家
族
、

お
友
達
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
お
い
で

下
さ
い
。

○
日
時　

８
月　

日
（
日
）
午
後
４
時

２８

　

分
〜
７
時　

分

３０

３０

○
会
場　

ひ
か
り
療
育
園
（
忠
生
）

□問
 

ひ
か
り
療
育
園
11
７
９
４
・
０
７
３

０

ひ
か
り
療
育
園

ひ
か
り
療
育
園�

ひ
か
り
療
育
園�

セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

セ
ン
タ
ー
ま
つ
り�

セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

セ
ン
タ
ー
ま
つ
り�

セ
ン
タ
ー
ま
つ
り�

　

申
し
込
み
は
往
復
ハ
ガ
キ
（
１
人
１

枚
）
に
教
室
名
（
コ
ー
ス
名
）
・
住
所

・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
年
齢
・
学
年

・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
・
学
校
名

（
園
名
）
と
そ
の
所
在
地
を
明
記
し
、

ス
ポ
ー
ツ
教
室

８
月　

日
ま
で
（
消
印
有
効
）
に
ス
ポ

１８

ー
ツ
課
へ
。

※
定
員
を
超
え
た
場
合
、
初
参
加
者
優

先
の
う
え
抽
選
と
な
り
ま
す
。

【
親
子
体
操
教
室
】

○
対
象　

市
内
在
住
で
２
歳
６
か
月
〜

３
歳
の
幼
児
と
そ
の
保
護
者

○
期
間　

総
合
体
育
館
木
曜
コ
ー
ス
＝

９
月　

日
〜　

月　

日
（　

月
３
日
を

１５

１１

２４

１１

除
く
）
、
サ
ン
町
田
旭
体
育
館
水
曜
コ

ー
ス
＝
９
月　

日
〜　

月　

日
、
各
コ

１４

１１

１６

ー
ス
全　

回
１０

○
時
間　

午
前　

時
〜　

時

１０

１１

○
定
員　

総
合
体
育
館
コ
ー
ス
＝　
３０

組
、
サ
ン
町
田
旭
体
育
館
コ
ー
ス
＝　
２５

組○
費
用　

４
７
０
０
円

【
小
学
生
体
操
教
室
〜
苦
手
な
子
集
ま

れ
！
〜
】

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
学
の
小
学
生

で
鉄
棒
、
と
び
箱
、
マ
ッ
ト
運
動
が
苦

手
な
子

○
期
間　

総
合
体
育
館
木
曜
コ
ー
ス
＝

９
月　

日
〜　

月
８
日
（　

月　

日
、

２２

１２

１０

１３

　

月
３
日
を
除
く
）
、
サ
ン
町
田
旭
体

１１育
館
金
曜
コ
ー
ス
＝
９
月
９
日
〜　

月
１２

９
日
（
９
月　

日
、　

月　

日
、　

月

２３

１０

１４

１１

　

日
、　

月
２
日
を
除
く
）
、
各
コ
ー

１１

１２

ス
全　

回
１０

○
時
間　

午
後
４
時　

分
〜
６
時

３０

○
定
員　

総
合
体
育
館
コ
ー
ス
＝　
４０

人
、
サ
ン
町
田
旭
体
育
館
コ
ー
ス
＝　
２５

人○
費
用　

１
４
０
０
円

【
わ
ん
ぱ
く
体
操
教
室
】

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
園
の
５
歳
〜

６
歳
の
未
就
学
児

○
期
間　

総
合
体
育
館
火
曜
コ
ー
ス
＝

９
月　

日
〜　

月
６
日
（　

月　

日
を

２７

１２

１０

１１

除
く
）
、
サ
ン
町
田
旭
体
育
館
水
曜
コ

ー
ス
＝
９
月　

日
〜　

月　

日
、
各
コ

１４

１１

１６

ー
ス
全　

回
１０

○
時
間　

午
後
３
時　

分
〜
４
時　

分

１５

１５

○
定
員　

各
コ
ー
ス　

人
４５

○
費
用　

１
４
０
０
円

【
ち
び
っ
こ
体
操
教
室
】

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
園
の
３
歳
〜

４
歳
の
幼
児

○
期
間　

総
合
体
育
館
木
曜
コ
ー
ス
＝

９
月　

日
〜　

月
８
日
（　

月
３
日
、

２２

１２

１０

　

月
３
日
を
除
く
）
、
サ
ン
町
田
旭
体

１１育
館
金
曜
コ
ー
ス
＝
９
月
９
日
〜　

月
１２

９
日
（
９
月　

日
、　

月　

日
、　

月

２３

１０

１４

１１

　

日
、　

月
２
日
を
除
く
）
、
各
コ
ー

１１

１２

ス
全　

回
１０

○
時
間　

午
後
３
時　

分
〜
４
時　

分

１５

１５

○
定
員　

総
合
体
育
館
コ
ー
ス
＝　
４０

人
、
サ
ン
町
田
旭
体
育
館
コ
ー
ス
＝　
２５

人○
費
用　

１
４
０
０
円

【
小
学
生
球
技
教
室
】

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
学
の
小
学
生

○
期
間　

総
合
体
育
館
火
曜
コ
ー
ス
＝

９
月　

日
〜　

月
６
日
（　

月　

日
を

２７

１２

１０

１１

除
く
）
、
サ
ン
町
田
旭
体
育
館
水
曜
コ

ー
ス
＝
９
月　

日
〜　

月　

日
、
各
コ

１４

１１

１６

ー
ス
全　

回
１０

○
時
間　

午
後
４
時　

分
〜
６
時

３０

○
定
員　

各
コ
ー
ス　

人
４０

○
費
用　

１
６
０
０
円

【
健
康
づ
く
り
リ
ズ
ム
運
動
（
小
作
品

を
楽
し
む
）
】

　

体
を
ゆ
っ
く
り
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
る

こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
の　

歳
前

５０

後
の
方

○
期
間　

９
月
１
日
〜　

日
の
毎
週
木

２９

曜
日
（
全
５
回
）

○
時
間　

正
午
〜
午
後
１
時　

分
１５

○
会
場　

総
合
体
育
館

○
講
師　

町
田
市
リ
ズ
ム
運
動
サ
ー
ク

ル
指
導
者
研
究
会
・
伊
藤
啓
子
氏
ほ
か

○
定
員　
　

人
４０

○
費
用　

２
１
５
０
円
（
初
日
徴
収
）

□問
 

町
田
市
リ
ズ
ム
運
動
サ
ー
ク
ル
11
７

３
４
・
１
２
９
０
、
ス
ポ
ー
ツ
課
11
７

２
４
・
３
４
４
０

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

　

歳
以
上
の
方

１６○
日
時　

８
月　

日
（
土
）
正
午
〜
午

２０

後
３
時

○
会
場　

総
合
体
育
館

○
内
容　

弓
具
の
選
び
方
、
セ
ッ
テ
ィ

ン
グ
等
（
自
由
練
習
も
あ
り
ま
す
）

○
費
用　

３
０
０
円
、
会
員
２
０
０
円

（
当
日
徴
収
）

※
貸
弓
具
を
希
望
の
方
は
事
前
に
電
話

で
町
田
市
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
協
会
（
11
７

３
４
・
０
３
２
１
）
へ
。

□問
 

体
育
協
会
事
務
局

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
講
習
会

　

歩
き
や
す
い
服
装
で
直
接
会
場
へ
お

い
で
下
さ
い
。

○
対
象　

小
学
生
以
上
の
町
田
市
民

○
日
時　

８
月　

日
（
土
）
午
前
９
時

１３

〜　

時
１１

○
会
場　

総
合
体
育
館

○
内
容　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
基
本
（
楽

し
い
歩
き
方
、
正
し
い
歩
き
方
）

○
費
用　

１
人
１
０
０
円
（
当
日
徴

収
）

□問
 

体
育
協
会
事
務
局

市
民
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

初
心
者
講
習
会

　

運
動
の
で
き
る
服
装
・
靴
で
近
く
の

会
場
へ
直
接
お
い
で
下
さ
い
。

○
対
象　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
初
心
者
・
初

級
者
（
小
・
中
学
生
歓
迎
し
ま
す
）

○
日
時　

８
月　

日
（
土
）
、　

日

２０

２１

（
日
）
午
前
９
時
〜
正
午
（
雨
天
中

止
）

○
会
場　

町
田
・
南
地
区
＝
原
町
田
市

民
の
森
コ
ー
ト
（
原
町
田
３
丁
目
）
、

忠
生
・
堺
地
区
＝
笠
原
コ
ー
ト
（
木
曽

町
１
６
１
３
）
、
鶴
川
地
区
＝
小
野
路

下
堤
コ
ー
ト
（
小
野
路
町
２
１
８
１
）

□問
 

体
育
協
会
事
務
局

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

大
学
生
以
上
の
方
及
び
市
連
盟
登
録
者

で
、
技
術
向
上
に
努
め
て
い
る
方

○
日
時　

９
月　

日
（
日
）
午
前　

時

１１

１０

か
ら

○
会
場　

サ
ン
町
田
旭
体
育
館

○
内
容　

ラ
ケ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ほ
か

○
講
師　

全
日
本
ク
ラ
ス
指
導
員

○
定
員　
　

人
（
抽
選
）

５０

○
費
用　

１
人
１
０
０
０
円
（
当
日
徴

収
）

○
申
し
込
み　

所
定
の
申
込
用
紙
（
総

合
体
育
館
、
サ
ン
町
田
旭
体
育
館
に
あ

り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、
９

月
３
日
ま
で
に
体
育
協
会
事
務
局
へ
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

指
導
者
講
習
会

冷
房
の
季
節
で
す�

問�（
社
）町
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
　
７
２
３
・
２
１
４
７�

エ
ア
コ
ン
洗
浄�

11

な
た
ね
油
し
ぼ
り

ゲ

ー

ト

ボ

ー

ル

初
心
者
・
初
級
者
教
室



２００５．　．　（　） ８ １１８

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　南町田病院
 （鶴間１００８－１　11０４２・７９９・６１６１）
□移動図書館車「そよかぜ号」
２時　　：南町田スカイハイツ前、淡島公園、

常盤団地
３時１０分：鶴間公園、都営山崎町アパート公

園、馬場児童公園前

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○行政手続相談〈相続、許認可申請など暮らしに必要な書
類作成について〉（１時３０分～４時　市民相談室　電話
予約制＝11７２４・２１０２）
○母性保健・母乳育児相談（１０時～正午、１時～３時　健
康福祉会館　助産師による相談　妊娠の計画に関する相
談可　乳房マッサージ要予約　電話相談も受け付け 
＝11７２５・５４１９）

８／

１１
木

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“高ケ坂・成瀬線”“市役所・森野線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　あけぼの病院
 （中町１－１１－１１　11０４２・７２８・１１１１）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時２０分：日向山（藤の台）野球場
１０時３０分：小山観音谷戸
２時　　：小山田桜台
２時１０分：忠生市営住宅隣接空地
３時　　：シーアイハイツ町田
３時１０分：木曽学童保育クラブ前、都営八幡平

アパート

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○人権身の上相談〈人権侵害などの問題について〉（１時３０
分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・２１０２）

１２
金

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“藤の台・木曽線”

★救急当番医（内科系　午後１時～翌朝８時）
　町谷原病院
 （小川１５２３　11０４２・７９５・１６６８）

１３
土□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」

“図師・桜台線”“市役所・森野線”
★救急病院（午前９時～翌朝９時）
　�内科系　あけぼの病院 （11０４２・７２８・１１１１）

　�外科系　町谷原病院 （11０４２・７９５・１６６８）
　　　　　　おか脳神経外科
 （11０４２・７９８・７３３７）

★町田市歯科医師会休日歯科応急診療所＝健康福祉会館内
（午前９時～午後５時　受け付けは４時まで、事
前に電話で連絡を＝11０４２・７２５・５４１４）

★当番医（午前９時～午後５時）
　�園田クリニック○内 
 （南成瀬１－８－２１　11７３９・７３２２）

　�こばやしクリニック○内 
 （原町田６－３－３　11７１０・３１８３）

　�なるせクリニック○内  （成瀬２２１３－１　11７２１・６６８６）
　�山口小児クリニック○小 
 （野津田町１３６４　11７３６・１１２１）

　�三井医院○内 ○小  （山崎町１３１４－９　11７９３・１３０３）

１４
日

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“玉川学園・本町田線”“バスセンター・
境川公社住宅線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　多摩丘陵病院
 （下小山田町１４９１　11０４２・７９７・１５１１）
□移動図書館車「そよかぜ号」
２時　　：金井関山公園

１５
月

○京王閣競輪ナイター開催（～１７日　○問 東京
都 十 一 市 競 輪 事 業 組 合11０４２４・８９・
１３１１）

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　町谷原病院 （小川１５２３　11０４２・７９５・１６６８）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時２０分：小山白山公園、境川団地市場前、上

宿公園
１時５０分：総合体育館駐車場入口
２時　　：四つ木橋公園、小山田会館
３時　　：つくし野セントラルパーク
３時１０分：能ヶ谷いずみ公園、谷戸クラブ

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○国税相談〈所得税・相続税など国税全般について〉（１
時３０分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・
２１０２）
○認知症老人相談（１時３０分～３時３０分　町田市福祉サー
ビス協会　電話予約制＝11７２８・９０６７）

○労働相談（９時３０分～４時３０分　東京都労働相談情報セ
ンター八王子事務所出張相談　森野分庁舎３階　電話相
談可＝11７２６・１３９４〈月～金〉）

１６
火□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」

“薬師台・木倉・緑山線”“藤の台・木曽
線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　町田病院 （木曽町１１２１　11０４２・７８９・０５０２）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時２０分：成瀬熊ヶ谷戸公園
１０時３０分：サンシティ町田、町田荘
２時　　：鶴川台緑の里公園、三輪第一住宅

前、小山市民センター横
３時１０分：鶴川区画整理事務所前、三輪沢谷戸

かえで公園
３時２０分：三ツ目山公園

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○交通事故相談〈交通事故に関する様々な問題について〉
（１時３０分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・
２１０２）
○更生保護相談（１０時～４時　ボランティアサロン２階会
議室　○問 福祉総務課11７２４・２１３３）１７

水

☆町田市フォトサロン「秋山庄太郎美術館」 
企画市民展示室（～２１日　ワークショップ
ハーモニー「第２回ワークショップハーモ
ニー作品展」　○問 町田市フォトサロン「秋
山庄太郎美術館」11７３６・８２８１）

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“バスセンター・境川公社住宅線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　つくし野外科胃腸科
 （つくし野３－４－８　11０４２・７９５・５８２１）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１時５０分：都営中里橋アパート内公園
２時　　：小野路公会堂
２時３０分：諏訪神社
３時　　：薬師ヶ丘住宅、かしのみ公園
３時３０分：大戸のびっ子クラブ

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○登記相談〈不動産や会社登記など登記全般について〉
（１時３０分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・
２１０２）
○母性保健・母乳育児相談（１１日を参照して下さい）
○なんでも健康・栄養相談（９時１５分～１０時３０分　１時１５
分～３時　健康福祉会館　○問 健康課11７２５・５１７８）

１８
木

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“高ケ坂・成瀬線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　あけぼの病院
 （中町１－１１－１１　11０４２・７２８・１１１１）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時２０分：薬師台青空公園
１０時３０分：マイライフ尾根道
２時　　：宝泉寺駐車場
２時１０分：鶴間風の子公園
３時　　：さくらんぼホール
３時１０分：すずかけ台ハイタウン、小山小前

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○人権身の上相談〈人権侵害などの問題について〉（１時３０
分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・２１０２）

１９
金□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」

“藤の台・木曽線”

★救急当番医（内科系　午後１時～翌朝８時）
　町田病院
 （木曽町１１２１　11０４２・７８９・０５０２）２０

土

☆市民ホールギャラリー（～２１日　ファール
ウンダーファーハオ写真展　○問 市民サポー
トネット＜Ｒｉｎｋの会＞11０９０・５５１６・
８３０７）

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“玉川学園・本町田線”“小山・相原線”
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。

　

こ
れ
は
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を
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で
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こ
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市
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。

　

ま
た
、
こ
ち
ら
の
畑
か
ら
は
天
気
の

よ
い
日
に
は
新
宿
副
都
心
も
一
望
で
き

ま
す
。
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園
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場
を
ご
利
用
下
さ
い
。
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当番医や催しを電話でご案内�

テレホンガイド町田市�テレホンガイド町田市�テレホンガイド町田市�
0120・042786��

フリーダイヤル�
７：００ＡＭ～１１：００ＰＭ�
年中 無 休 �

ＮＴＴのオペレーターがお答えします�

救急当番医などのお問い合わせ�

医師会テレホンサービス1７３９・０６６０�

http://www.machida.tokyo.med.or.jp

医　師　会　ホ　ー　ム　ペ　ー　ジ�

�

毎日実施しています�

1710・0927

診療時間＝午後７時～１０時（受付は午後９時３０分まで）�

※受診する場合は必ず電話でご連絡下さい�
午後６時から電話をお受けしています�

□健康課1725・5471問�

町田市医師会準夜急患こどもクリニック�

二次救急医療（入院を必要とする救急医�
療）に毎日２４時間対応します。※受診す�
る場合は必ず電話でご連絡下さい�
【内科系・外科系】�
　　・多摩丘陵病院　　　　７９７・１５１１�
　　・町谷原病院　　　　　７９５・１６６８�
【内科系のみ】�
　　・町田病院　　　　　　７８９・０５０２�
【外科系のみ】�
　　・おか脳神経外科　　　７９８・７３３７�
【内科系・外科系・小児科】�
　　・町田市民病院　　　　７２２・２２３０�

電話・来所による児童相談�

子ども家庭支援センター�

月～金曜日、８時３０分～５時�

1７１０・１５２５�1７１０・１５２５�

マナーを守って�

ペットを飼いましょう�

法律相談は電話予約制です�

市民相談室1724-2102

金曜日の午前８時３０分から�
�次週分の予約を受け付けます。�

教育相談（月～金）教育センター�

電話相談�
9：00～12：00  1：00～4：30

来所・出張�
相談の予約�

792－6548

792－6546

月・火・木・金曜日：午前９時３０分～午後４時�
水曜日：午後１時～８時（第三水曜日は除く）�

電話による女性悩みごと相談�
（家庭・人間関係・女性への暴力）

 男女平等推進センター（市民フォーラム内）�� �

法律相談有り＝要予約�1７２１－４８４２�

見
ご
ろ
で
す

七
国
山
の

　

マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド

心配ごと相談は8月31日までお休みです�心配ごと相談は8月31日までお休みです�
９月２日（金）から通常通り受け付けます�

町田市社会福祉協議会1722・4898□�問�


